
A
 

会 場
,,,,,.,11111111...... 111111111...... 111111111...... 111111111...... 11111111レイIlllIIll/’lIllllll/1llllIlll/lIIIIIIII/llIIIIIIl/lllllIIll/llllIIIIレ







lA-1 ルーブ゜式、照射ぅ去し2J.ヶ放射化分灼

印角fヽ理 。止お雄，証和恥直，困斧正哨
雌ぅ良冬祀， af 縁

的： I l/-t1eV 柑庄1旅知喰卯シお 1 -r blレー 1゜式照射ぅ広、すなわち？釦お式料紅忍
射位直匂測足位直もいい：・ルー凸直環さ也、連矮的 I'.:-ガ反身甜□測足t切う
わ和，，，，、 1 1 n 姜碓6函免幻□ っ（シ。 ン n 知和、揺身命枝穆，クつり 1 直当
違足心4 b 11割足l直J遁t`3 る｀／レ· if心長角命枝段ー，，｀、 1 ぃ諏99
fiう反身紐:.,,:::. J.')放射知ヽ積がでつるンレ、 j'0,~i式科n ぅた益ふらが 1:::.. 装＆合即
の径積＂翻幣fするンt.. 1-:. J'J. f父身徊、命却、 およひうt'l 足吋間ti社［ャ諫足t.3,
目的枝樟II．逸択的謀和以消も可能しな汁J点、がh り。分絲免1-·,1 う 1碁臼
1レ一つ゜式照射及直t終3£,. 1 、 シの装Jit用い “0 ()l.. I p) 16 N n... fe'i,,利用i VI 
Jo油糸湛利中n練fぃ迅逹印幻農分莉屯h、 10,シ条本 n 紅影涅給ゎjが直月
此直Jじ． l ：：：つ \l 'tも棟討レ（シ。
jf *: /町1eV叫令）J C叫cph- 仙aiゎn型 nn述易1』ゎ，f一人反応 Iづりあ生
3 4 （シ． A屯司心）レ .,.1゜ぶ照射装墨I~ 臼． 11~ 系す。卜翠墨 n蓬麟澤する紙料
量，1 約l L 1`h っf2。f..璃、誓組J．じ£紅慮料レレ、ントが旺~,::, -r -t:!,トソ
ぉJびメヶ，・レ 4 1̀ 1-• ケ）レ 1)--／しぅ昆わし 1 楕n I)舷象な介i量（～口） の試料｛、
祖）樟喪述料←しレ［シ。知氏叫憚11 、 3”x fNaI (f1) 検似昂 (1 IL ケケ 1 わレ
_1_:J:I • A付肩）ーい用、•J 1 週1足し，ず惟 3 祀庄青1 クーケ゜、1 卜並'- IニJ,-、、 r複彫ン
ケレ- 9 -いl£ J.. 13) t用い 1ぅ削足 l f ::..'4 fj.わら、試粁 I J_ ?--及星 1月 l遠入レ
11! 汀゜瑾枷も 1 液遁和-I!,?.,レ- 1冷＾如もい／’J f界3, 11`1レf t噸
レ 1 ラ知もt-足レレ，平枯｝りも立 2 ル b. If,}幻束が／足強度 1召立す?'t- 1司埓
I乞屯成旅射能h iふf,t店う条もクりつが削足紅徊1 b ．兎’涅疇 lJ豆即
し［シ。しら卜（シit屎たぺ？t" IレJ') If~ 7 HeV n 屁狐叶谷和-1} 1"N,:::. も汀‘•I..
t.'i>o-7 釦積涅歩レ、 1 n 億い痢両遁’l足し r叫’‘}”求もク 1 /n 積印直シ
j')一足If.~幻訂敢逓Iク視知いレ和釦孔し9知し r,;.. 。 rnサ象硯キ栢庄う言f郭浪l1 了 x
/0応。口心／ ←ら（照射iti n 甲移う求 I1 ~f)わ l心／ぷ／巫 l項身 1 }) 
しし［つ。

蛉系：いら卜（シ＂机いぺ？卜 Iレ 111 I 1n t厨乙 1::. 示す。 lb N II 兄感じ°- ?“" 
1＾わ＇｝、シ n ガ和ぐ I、 N n Jうな絃局命枝棧n 吼1尼 I4 紅砂所シ広℃h ｝シレに糸
して、‘}。 'iお， J.,、J..,乙 MeV ＾孔慮¢/ 7 ，イレで＾いがオ Iシ用、、（シ芥おJ u‘• 1 ，0ぅ 1 ~ 
-I 印 n 水糸 n 艮惰汀縛1ぐ h ぅ． n戸 l:;.9サ勢 R ＂和名l1 g、 1 炉サヽ｝＇｀虹沿又
村影り危知f｀し（シが分装直い用いじ場k-、°"冴莉 1.-11 LLA／叫 II ぅ釦遥ぶ｀f心ぶ
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h クンレが明らがしなり、 1 （シ； n 綽嘉直滋的計算 lクJ') iり nr湯追盆也りも
iくー荻レ(-;.,．棟襄試科り財ヽ、 1 if爪し（項蔽象 n 枝量緑I1｀稟験し r:;.ぅ農及化釦＾
1:J.良吟 rs Ji綽痴和＜｀乙ら八、［し狂卸i約:J /0，ダ砂四心／夕心／／”蔽素-z.··n, r-:;,. 
ンパ夜菅緑より推足レて、和和づり紐素 n 足量限界ば{).l.,'ん升差度 1.h るが‘，乎
狂う未/l f附fゞ11 庶粉i·· I)') I ;t (,:...連惇呼間因止長1 t--）心ら叫紋量 n 蘇柔 n 尼量
゜べ可能い｝―ク｀／し 11 叩釦 h 9 。 シの應射払）」表置ぃぬ逗ず卜）3.. l" いtな·)瓜
哀1 ル（ク n ち狂約能汎'jfLするンしも d りも 1.h ＇），水希液狐料 Iクも通、用 1•• さら。

\ 
\ 

\ T
 

7

9

9

,

9

,

.

,

.

 

> 
s_ p 

p
 

警

d
)
6
)
7

哀
圧
叫
頌
以
屈

射
心
↑
四
＇

.
5。
江5
0竺
十
'

フ
＇
ポ

1
0
5
:
s
ド
げ
ム

一
戒

7

駅
，
し
-
t

ー
・
長
王
：

•KPC 

.. 
g

,
M

ソ

n
 

6
'
T
S
I
P
.
L
F
4
T
i
 

•9 

P
M円
乍

!
1
3
_

」

|',L.||'"

—— 

3

2

1

0

 

(
U
!
L
U
S
ヽ
s
1
u
n
o
,l 

hl!•

!I
O
lf 

一ft~.Z.
‘,'‘ 

8
 

□
E
n量

2
 

4

6

4

 

。ー

x
(
"
U
!
W
!i
/

S
J

U
n
o
:
:I) 

2
 

k
＿
互
ャ
u
v

。ll
／゜／←0---.....。\

I I゚
j 

o i,  
0 5 10 15 20 25 30 

Flow rate cml/sec.l 

白． 3. ぅf追い璃放射能残度
試科： 11油ャ 1 七トソ

（蘇素傾量!f %) 

-3-



lA-2 

（花叫翫（臼疇術位芦素筐

愛輝釦葎所 藤叶急亀叶久）小葬牙琢ノ

4 崎言
i 4疇畔賛謬脅綱戸疇芦汀 l0敦辟前子リ'l傾バ、
炉叫 1翁疇叩譴句輝嚢疇疇い□疇をJ合？てしq;\

ク

洲·喜 1ご岱疇疇味 1叶和·ぷ｀，J..-鯰脅魯目紐召騎表＇つてい 3. しか
し I •この形詞謬任にわ u 心恣してお (1 現在すで‘のところ 1 ;:::~.f I) 研 <•V\
丘麟 IJ恥ジ菟 2 られて U 各ガ［疇疇い·てイオ泣疇噸］u られて（f
各ので‘1 2碕囀釦疇詞't iiぅ知臼 l丘が(__i可題が＇応 r1 勝らで｀，維
麟（保牙詞） Iがネャ方であ 3 シtが｀オ詞恥小丘
童危ウ（企こ町復惣環知 3 紅知％遼が麟レた叩仔予音を祝（召し／
従即膠 U'1葬畔疇秘r シ 1 オ£j\ OJ臼賃叫） I瑾碕｝レた炉う 1 -r 
鐸幻べき忽和泉が駐げ｀身且告 5 る
之，ぼIほ子管，
網厄畔げ 1 '6662 噂知宣9``1J\,.TO麟豆l （叩彗
で 1環麟這Iほ子祝虹鑓直< l司じである·イ牙万架Id P 1 (-i-;, 1 7° て'1/ 1 
オン加囲愛紅／gok▽(叩&XItokeT/））イオンi;J'."加且裂戸゜i畑~ 1 後加‘昆危庫
ロ：つて即逗エれる． クーゲ丑 I才トリ砂4 V200 であg．哺輝l1)—葛（：：：： （守今
タン灌嬌子がつ［ r てお 1j會光素が辺着ェ出てt| 3 この近f知 7ィラメントがあ
り 1 ：：：れ 1：：：輯疇·;こど 1：：：手つて肯抑内のガ； 1ス厄が老化丙る、 ／祝管恥ziJ
填登行が＼叩知れて和，季め9認づぃ這拶汀扉I：：后るチう支にのべ｀たフィ
ろメント脅瀦厄麟 u て動戸 3 便（珂 1-:: ~リケウムと會水屎ば梁：含刃 3 ヵ＼‘’I
ターケ；卜冠 lレ1 t2 -:f{ンク'’、クーケぢ卜t 1、チ（ I 的 I000 呵（司 ,3x 1010m/sec 泣h 1Jを
翫; i.（知匂虚叫麟戸60細て`[ go恥以旦譴したも釘噂翫
伽麟であa）．：：〇⑰田信がら 2 ら由かわ幻兎ケ和放短化麻で樅祠店1J\`I
畔子心疇麟戸如¢諾炉鰭琴賛瑾這麟嚢麟tJ）も
昨正召摺1; 手く 3 go酬（疇謬輝（叩種這）騨鳴袋多のハCラ
メ～夕は I弓どんど憮暉が啄が｀行がった．
3i （平／野和疇し巨秘紅繹謬噂能

(1) 咲痩
響塁でI~叫巧就活魯罷·1 のと：饂粛望三叫賢t示可f:__ $) I ・肉綱
も一足(1'2 ,0111以的 l0 、Om叫）と l 広が｀／ぱ叶詞哨冨t紗合に IJ広 (l 紅］潟詞 b 叩巧が｀
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知只紅'‘ヽ／賛疇現邸凸麟臼紹恥可J::::, ~I：：手っ噂釦噌文
了 3 ,1く9l ：：印拭応和f /0パ戸醗 2幻、911 どレ巨ど・岳（店 ll 名｀・パ I2•h1匹）
ぞ汀‘れ ca疇／p.p.1竹憂匂I t気汀， Itぐ知后渇 l1捻的疇 l3輯l
叩 すた， Co疇／m炉仔喝紐のi直ほ豆7）ダ／7ぷ化盛7 ど斥つ厄 こ澤
知/J.□疇 I\25か A (1 オン五）で 2 られた屯のであ 3 謬后‘I孔
属慮疇／叫叶°噂．仇・遺度が乏られたが‘I ごのjぅfJ:｀状態臼0屈認しか
瓢炉且疇翫令レりう網）を三 I ~.7Jターケ社で＇切手巧と巧れ (3``
応 5c,r0か岨Imげ゜戸噌糾尋常で＇イオン加峰這硝土 C3 二どにな3 ．苛
吃のシスオ ¢,l t•I1,9 ジ炉ォ→夕{ 1冗｀、あ 3 から） i足兎肉の『うにトリケウ 4 の伽~5
を絨尻ず今ン乙后＜監紅i n t素渥勅可能で＇箪．叩4巧釦高1翫•あ恥｀‘I

、 石騎£幻叫飼心ても霞料 1 臼坦り旅邊l：：：役尋可中は｀‘／従麟のターケし99
ト遠印 l恥｀｀ （司いこ□．加う令に（判圧子噴か訂梵柔匂の『賃｛品字管理食（
和繹届重也ガすー 11/叩｀＇）が｀右釈？＇，、あ 3 から、？の令后冴7翁／ど l i乏子う·
の精度
（ 1) ！：：のべ｀ E ;fうに最文劣灯が (3 畑＇阿／兌c)尋詞i：：れた（）離埒しう各う
環丘 l2紀 uて戸t)麟（出をう 3 ンとが｀て｀‘珪» 9そがクか＇乎消認這か‘
麟填3．註原遥策にが如ず、 2236 1 エ36} 虚/t;"ffm I沼 Uて守（了
/.7定 /,~%II玖 9玖が｀2 ら峠．（ 311:1 3“ 叫（T~) シンケレークイ¾q]).

4 含謬．
芦宜呻叫琴タテヽ 18=陵騎り V て（和和麟次の手うな特長があ3
ヅ知られる．t·f)蒋戌恥｀平和＂あるか祝騎が｀麟f‘祖（2) クーケらば咲
賃があるがう／砂 l一祖当 □叩韓国鱈疇U. (_.3) 碑和苓注工で3
咋疫が1)‘恥后り 吐）ノト炒•があ 3 から史琺屯を祖：：：う支ケTぉくても 1詞疇
る．厄どし政己認のば喜0叫ov拉9 吋試臼呵打3肯這（釘 3::;., どi：：戸1 ，
こ冠ズ子（1 (1:r:哨珪］依償喉としての村稔濯女レ E ものと菟乏 3 二どが疇
ずう。
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lA-3 -¾-V,和じ分折によ a 咀念ば郡立体ぷ二0瑾I＼起．

胡如哩膊即輝0譴逗＝部祖痴と

畔豆定饂体頌置応64,66J豆 68, qO t`1 あリ，／栢覧知姜
力1`、大きな叫体這んて‘`\\るので，函鈴 I＝は同位牢屡加‘大きくあらわれうる、
毒海パ負ぃ知る一つがオ浅とし違旺ヒ／料斤による同1泣咋比の嗅11定と検討した．
'2n- Ei 4 と乞n-68,＝つ 1) て，兄小そ｀・-k. (nぶ）反応によ I) 主成す a 2n`65 ヒ
Zn-6q m の咋輯懐I 豆：：：： tJ:c＼ヽ， 兄収うゥ言t籾率の比さ樟緊導つ兄小べ:.I:.~L "t.
つき•10)応｛直tもヒおた．

R=lel'I•64/2h-6糾（知拭詞）
{ 2rd,4 / Zrf 6釘暉津訳料）

拉n-65の計数寺／ 2n-6和叶t切糾（全和試料）
如も5 魂拷碍／ 2nも知嘩t数寺紅要導試料）

方：い誌果

樫導試料l::.. v·t-は寺級試知み疇亜鉛七水逗t用,,.こりもの0) l可 l立 1本比，t
転nb呵e, Ni帆の 1直 ([64-J 4'i?年［約 2 '7.8' I, [6'7]4.11., [68 J 
」356I mo1 962 %)遁足Lた．和率料ヒ L では．雖入した'2n-64
(ORN し命釦｀ゅ心pe.、 [64] 汎砂［6C] 0.2し [6 '7] o,o 2 J [6810.oq,, 

(no] 0 、 0.2°/o)と粽弗拭料 I逗辺口， R が＆~'- "'t. I 、 0 ~ 1 、 4 程頁のもが国卦
ヽ＼t-;.

熙射試料l年 4 Yl'l~ 2n(][) と合t，瘍我よ IJオキシン塩心つくリ，サ過祷さ用
ヽ''"C.叫腿 1=- したも ”..9 ホ゜＇）ス午しン・ト 1しエンう危浚こう角下」布遺し辺碑し
ナ＝、オキこ遠円概這櫂切我 1::. 0)せ，ギリエ今 L‘ノシートゞ環った、ォ票寺訊判
四t与め,:,., 4~6 i日の腋射試料直J,a.立均大伶証畔拭料掬（約 5x
10 " n惰 cm-2 底c-1) に ~4~6 時 l旬照射屯
註輯懐I I"姐I(T.Q)検出悉，マ Iし今 4 ャネ 1改為料叩忌，＝よ＇）お•こなった、

2n-65 につ 11 "t 1a: I. I 1 5 fv¥e..V) tzn -6伍 I-::. つ I l -C. I古 0.4訊出~v造豆 Iレ

ギーヒ°- 7 さ用 I\ た．熙取直後Flさ MY1- :S 6, Na-2.4 t;;rと‘‘1= もヒつ，．くか紐泣I‘•み\::,.
めら¥, I ー~ rzn-6知 (.I'3．臼時叩吠分多蓬 1::o"t-.氏‘して 1l るの℃ぅ照珀1笈的
狂~ ｽ: -c. N <i-24 カ＼｀力9 与 1) 滋成長しで力＼ら”闊洒I~ ら•こなった．計』11 時に応t
るぃ綿ス~?卜 Iしさ左 I道1l1Ti ~a. ピー？面棧は Cove 11 遠I= よ｀）もヒめ，？n-6伍
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につ \l "'t, I よ半哀細 I '3.'8国向 1-:: よ，浪惰1時のち力I'‘Il t袖iE., l i-::... 
辻果o-官厄表

,-:::.m 古． R （号邁Il)
の蔦z, ：： 1)1-.;悪な呑、

導の 1直は，同時1-=­

照射した 21U叶緊
昔試判·心和叫比
用 Il た． R0) i直ヒ
l "'t 0.1 攻ヒのち

カ\"1ヽt逗月1」す 3 l 一一

1本（吏用て‘’き a t‘‘あ

らう．試料ヒして

呵覧の亜鉛r、Kヽ
勇t‘’あるなと‘、1J)欠

点が‘'あ 3 カ＼＂， 亜紀
同如和ヒぃ墳ヽ分
和臼す，バ碍戸‘‘

、

な II 0)か、 この狸

m 殺射化／泊去ヵI"

危用な場合もあ a

J
 

R
、

ー
のレ

) ' クヘ
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T
 

目
。5
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駄
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104 

IO~ 

IO 
え

o.439 

50 10() 
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150 チャネ叫丈

と思わtl ~. 
'2n-70 よ') (n)F ）片応 1-:::. J:"リ土哀'm 'l. n 勺 lm (3. q 2時洵）ヒ'Zn-65
と叫t.這 I\& と）惰情差ヵ＼｀晶大--c'あ 3 叩沐比糾｀求まるわ 1ナ亡‘｀あ 3 ガ＼‘‘勾IIm

マ V• マ V¥巴準頃』 の主武櫂砂ーく，
R （計狙直） R （庚ぅftll r釦 • R 1/o また"t早ズヘ°クト

I.OS + ¥.9 ，しが‘'栂器 1：：桔 lj I 

o. q q -q.'8 紅1中で‘ある，
I~ I O + q..8 
I. I I 0 

1.0'/ - I.~ 
I. IS 0 

I. I 8 0 
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lA-4 ‘ヤ性門、忍射 L1ぷ，炭応ば、和揺肴介枝経

立放大・斤、研 ァ村健見

直刃
＿幻牙にあ、 1「な年(U) スペ 1 I、IJ /卜＇）一のりざ‘ましり茄晨,1. 1 7K飩｀杵がk ：酌夜
をそのバ屯I生子並射し 1仇，＃豆房岬枝棺を用ヽ），非研喰灼に放射/,[介枡す；穏
会左勿くすりもの Z 兎われる。また，各柁元象左肩椴怠媒て、神出した後，旅射凡
L qe(L1') スペ 7 トロメトリー名行な、1 分枡する二乙も分くなるものと忍約れな．

災床， 7kf炭 h'lロ糸肩槻容媒を原手 1『→J1俯 l ても， 1柔 ‘L ん X｀放加 '1生枝紆 I担
成しなヽl もII)'C tえりれできた。 しガ｀ l, 史曾、 Iこ板計 l た、L ：：ぅ赦舘の力r ンて放

釘朴が‘観祭された．そこてへ，本粒伶てへ 1よ，二汎りの枝桂左明り介，： l, それらが

釦紋す；磯梢につき，苔千りぃ餐釘7 なぅ．
げ除）一
"粋乙tて 1i，脱I,すン 7K紅梵該倍麦望緋 I たもの左 I史用 L, 苅巖潜鎌

1叶市肱特喰品をず‘テス蒸倍器'?;.. I 回筵箭＼た。介--木ヘソ拭杵 Iり‘尤分がf I月のもll)
ーをそ n 本手凩用した。::.れり斌料If)一定生を 1刃を2. C"1..,長乞 5 cA の栄 1) エケ V
ン蓉器—'ニオ象り， 7 1 をし、ポ＇）エ1' V ソ座射ヤャう・セJレに入れる。照射 1ぶ立舷た
紅 4 TKIGA U礼）原打守のボ↑心 1対 F あるf 2't皮釦して｀｀ （09,"“ なフた。態杭紺
新し｀！ボ＇）エケレパ澤遺枡左移 l, qe (Li)鯰炉密肴 l 測定立行なう。
釦(Li)検出器 It. O~TE C ;t-t秘-..＾．名サ這考 1;!:. /.う1MeV.,_ヽ• 3 メ 7 A ンチ松I(TL) の

I~ I 介得能 1屯 I,3) Me yて｀‘籾 keV て｀ある。二れを／000 fャンか Iレ丁MC ik訪

枡暮：つなゼ原胤する。

げ果］ ，。＇
l. lo 分問虹 l 1:.I I心純水の掻 l'IO 

^ 釦度 1 分～ 1 'i 1° 秒0) r 線スペりトル左i 1』紐V 590kV 
阿 1 に示す。 \ 
/ 8-f l~eV'l I ぅ5 t kev,:;"- 7 の半叛机，i約こ 2

JO 

30秒 -(I :;:.れ 1ぶ'to 1｀りn.,r反応て｀乞じ・全
ーと

た 29. 1 秒d)''I O によるもの口尽わかる， ~ 10 

1,7to Ke V ヒ° -1 f)キ；咸期,t杓2. l;J,ぞ]`iを
特の Al七い止1ヽ りを爪｀すぅ2.8AL に帰
因すりもの乙忽かれる。 /2'f'f I< et/ 11)ビー

り＇太水中，こ；危存tて、，る Ar t-~ n, r I反応

SO. JOO 

ck̂ ǹe l 

~ it. 1 令を水の r線7、'\°り）ヽ Iレ

2“ 。
ー
一3
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ーて幻＼すぅ4-/Ar-によ§ものて｀あ 1; 

る~'L I本そのエネルギー値乙寺

潰期かり 1まば‘確突べ｀｀祈る。 門｀‘、‘
5lO KeVサー 7 の混哀曲級! p,~.-~ r·,---_‘ ... マ窄o-;..i,.
に示す．これ左鋳枡する~ I //0 芸，。1
介墳 l(J Iかの手；馴0) 2 爪｀ Iかか足 ヽ

ヽ

ら成る：：とボ吼り介，こさ乳 1c.。 。 ‘tヤ,,匹
10 _ _ 

前兎 l本 ,so 位）咋 lこより生紋し 20 かo ―ー、 0 8D i•9— 920 9や 、↓0 印
T如（訊....)

たもの嗅力れ，その微篇l し fi?• 2 SIOKev 七·-クの；紅舷象
-r, Iよ，速ヤ 'ltザ｀｀？K 中の水素 9原
子釘和跳ざれ，上祀り枝且l応をだ'.::.す':..t付なエネ＇レギーな 14 っため乙芳えりれ
0-.後齋 9ふ，同椒こしてい跳かれたり知,:...\:.る ‘‘0(rふ）叩，和たもしく 1i I 
'bD (Y,T)'3tl斥応による↓のメ甦われも。

2 ．べ‘ンゼ｀ノ衣殷絹 l 1::.場合，「lf)知V 1: 々,~り為窟なピー 1 が現かれ， 1 (iJ 
キ疇！本 1,r'n' -iお 7 1.:: 0 ::ffl. Iぶ，辰玲kf原千 1こより．，叱心）＇）N 古しく 1;J.、
叱い） ’3N 印たが危こり， 1釦庄 1 放ぢする 13N が生成するためば思かれる。 1-;.
ぉ，り｀万 7 7 イトを虹し 1二喝合 1 ベソゼソ＂吻合 1::. つき， 5IO K吋ビーり mI:

設能左比較する 1 ，んれ屯‘ホ切りなりが 1.:. 1s:It c戸／がカーホ｀y'lなり，？K
素を含府して、l'{) ベ ‘I ゼソの瘍合の方が 1本るか：：：比旅糾佳が高ヽ）。これ，1, 上記

嘩哨の分＇各，ltを裏和tるも(fJ L 思われる。ぇパいピーク'f. t --C, id= I 加の
m'+l<eV'l HCl 0) //JO Kev(2.f/K KeVの P.E.) が練も叡された，，

3 . グ｀ 77 ァ A 卜げ、射 l1二嘴合の SIO 貶v e- 7 ，りあ李り敢芳-i',:t-.な~ I L 
すヽ令，その和顧庄へ‘ンゼ‘yの鳴合乙吸なり， 2-I 分 1 なったっこの原因t {て

｀刊，互）＂c“" いい。しかも，＂C の手淵飢？0,3 炉如務直紅
役く一致する。最も殿算なピーク I~ 午'fo k€V て｀， 1 I)臼如2「分→‘わった．
ニれ 1i, 1、 kt物'l. I -r.含まれるヨウ条より（れ、r-) /j_応てで生取すぅ I2.門（和d訓：
2 令 n 1) ，こtるものt茫巾仇る。この伐，グう 11~ 卜、中に 1本， 99（しfl) 1)0 I 
II ro /.<eV のピー 7, '2了AL の 7 i o keV (i),E.), 引AY'-d) 12. ~午 keV, 2.'f-Nぃnl}1jke y

，町の I紅 l〈eV在”r線が検出うれた．
り．外上様計の仕棗I.t闊な水，傲．iし？げ、な原子村の 1；↑に直\-i吐射す 5 ピ，
"m  r線の他，殉党キ玖枯作9こ由末す 5 t.思力れる ;-lo kt;, V のザ -1 1-＂叉らす＇
餘·1 に 1見力れるの-Z.~ I ff,~-;:_の刊1心吐 Iレギ'-モ‘ガンて俄ば、ペクトロメトリー

を行なう嘴合に＇ま，艤をを唇する。
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lA-5 鐸鱈ゎf‘Jtえ｀ノ. ~先・カドミういのう対’1唸析

叡ず叔肴粁 囀翻ナ名峰L*
紅ず白 。於輝炉祠尻r忍

請各 放射騎J/f1くあし9 1.叩叫紐釦鱈逗汀．ミ収ヽダーf
‘‘I 卜が加恥知‘...,"的疇綸レ幻）ら、あ繹知J謀ぶ 7 卜‘コメーJ -'::: 
ょ"(/)巴吟 a如 3 "珍 I~彗囀fょ力のと考えらい紅．こ(!)
紅炉況翻介船t ¥J1 ¥J. Ji葬紅｀ーが（・札てし、 3 的と：ぎえり払 3.
さぎ）,::.茨矛り I))よ、鑓？ング丘和徽忍ば疇鯰喝和パパ‘‘し
圧 1 f r睛~'t- v -t:イゾヂ叩JV シテ，V (1-P~) l< よ 1瞑窪が卸
V を滋屎 I< 1 い 1餓店レp;..冷って". I這 I~鐸紐lfo ?‘／ケえ｀／・じ床・
かが厄I~ つい 1 雌麟炭い 1咋鱈靡項灯 a 豆めハ認知
螂竹なわこt 1e 卵い Pc.
紅 辺ヽ＂か§序の蒻組箪いl幕畔雌ー埠砂咋雌紐） t鯨

v．紅、~i,:; 1\. つつんだのち木°q工ケレン袋疇入 v r"的tラビット lく入い芥、
た原｝沢ヤい（炉庄IOな／応..“C))ミよりアンケえ‘/‘じ象叫も知／
叩疇、灯ドミワい：：ついq囀心鱈1ら紅．雌虹•|l)O,j-
応心咋填射レ;iアンケ元ン、 1:のf騎11加知）渇疇．ガ
ドミウレ）←つい1.. I這射佼rゴ芍 lて．お知襄I~ ・ベふ｝咋分雑いをなった．目的元
表げ、？和、へ°クトfV 0 剤l亮 IなうP:.c..位 L愴口器により行ない．アンケ元ンならび
心k叫桟1(1謁浅サ孔約を:-1 、 ”‘”ev （（J.l品、初fん）． a玲f H切
（吟令，Jヽ． 3 ん） Iぐつい？．カドミ\7し )a. aIto伶灰 O、」4t如（r””ク．ダわ心．）
Jくつい？．今呟乞の方ぅ£._Z)1s~c) いれ灼甜緩吐‘め(--析．幻息ふ炉茂
牙象°0 グ紗瑾｝印 r<.) 條和いがと叫餃すJしt 1て S り受吃t fやなった．
紅 ．念影翰娘といたE3 憩mr滋命．fンケ兄ンい嗜条 1i泥蒼臨パ恥
紅紀炉一 7, a 斑µも1T（先b）以外がイ‘l7[%) ち笠す｀‘3 が、みれらはさわめび象
止レてわりとりため召れ烈儲免撹）り瑚釦ぁふ．ク r<、カトいミサムの曲合は．
咋ふ照肘心i)ま戒す 3- 1i 1叱んち把池心恥 3 ャ＼｀むの和珈l44松澤＜ ｀冷
祁砥鯰ふ、筏紐紅復わ糸輝I:Jり釘‘’j伍fがの、堺とさ l戸
和1、引紅い．レfくがって．いっ‘れm恥切ぼ分糾以勢とす l. 吃こて・
“ら 14.1 ンケ幻ア．じ化 I</) い？ I3 ←—し 53),てよ 3 必2→ダ今／
が←A少 (DEHPA) 加出分溺祐， 4「~.加‘3 ウムについ 2|9 亜狛
り91 匂’ナト舒恥 v り工クオ叫即f和約紅屯 1\;I邁栓討＿口＜． _ 

(i)．インケ冬｀乙召表り牝忍―-••一..- _ｷ'... -. 
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(.ん）トレー炉象、駿 釦⑳ンレて加 I位）／喝｛¢Pん）幻月いて DEHpA
'訊， MEHPt4：訊加：）0 灼含．とそのまま恥 rて）りダ…麟
(l: /))てJ 3 アンケ知ン，じい叩輝紐i疇 II：打経系渇． IOH必
級心？｀・はアンケふ這む手 '1 1f. 9 劣y/..J:. 1`• もっ↑＜． r；ぁ唸翫）（松級麟）
のこ 9 油燐呆I公．ん幻戸虚 DE- H pA 
とよく似虚足いネレf(. • 100 •—-—-, —, 

ゅ）畔鵡肘，奴雌直議未t輝 80 「 f Sb(V) 
釦リ＼ケレ）0D ，，，アンケ之ンならぴ Iて C 床 E 60 
の一~1Jりえよく鯰灼 5 ．壌鰯°/。 «o
叫1ヽ鯰釦輝心，幻叫PA)0↓

ば汀だ昌へ雷如! ·:.4：う言／2紅゜り少ケレ｀パ窟くとりされ lミついてれ埠ス HCl Concn., M 

ヘ°り卜JV'渉l犯レ K. これより釘謹のア Y` Fig. 1.Effect ofHCl concn. 
ねグ li l f,2 土 I、f rr …t 1re翫紅心。n-S.b(V) and As(V) extraction 

虚かわが初づ知未した．なあ·
叶、応？\ti -z. /:J．口の諏応知厄µ叫必ぶら9),: J J却ぶlてよ
譲環碑伍＂あJ.
ti|)ガドミウム麻ぽ
tル）トレ―&―輝 紅 lつり／ゲ｀ットt疇鱈り滋l砥（及～吋
＂競t屁欣(()、f這心鳴C心）か；トレーす—砂で心c~_e 恥 1
;:,-f-IV I這 3 pド 3 ＼うし0) 1鯰輝遣幻，む）紐和鯰卑心Iぷ町があ
っ r、:.

（い臼鵡訊f叫 l：統叩狂卿頑 1 -1;..J (虹））::.'l:.り•こ
如凍いい＼う臼平叩血しレて¢必J7"りえよくう訪ぼ(J) 5 濃t位
綬己l'i:麟 l＜甜和忠つい r鐸,~g戒， 4叩lH心JS)O山砒訪紅·レ
fく．ばれ lくチ／テ IVX4 t 9吐 3分（印派豆レ r：．終塁後紺託り釦I.り）0 はをとり
く如くエーテヽ\/10以り加えふ分1由脈しうレ rく．杞を)".:;屠 r潮紅ぜrてのち． 1屈
飩屠ク‘う応1.~,f、゜りエケ V ヽノ蒋)" z.り． ヽ‘如つい？戌埠スI\゜？トル eぅ剰免レ代．
し 0 町．均競船）くついて）づ 3I紅J.4pp化 l" あ 7 「て．
·))抑原｀鈴広・戎初，＼ギ村， 労14- 1日放射似秀討湘令樟痰条醤保 r. (I切）
2) D. F、ら辺， A心．ム． 9 ./J. I'1If- (If.仔）．
J) .1.s. ~ぶ.J.. TJ~ 丑， 砂／ （／fヽク）．
4) 液哨、．鈴木 呑 1困、＼m, ＂化ク紅’砕印ぷ絲れ．虹 2. fm(If'll). 
夕尼必~乙Z E払～、｀Jh磁~ J.＆必—4 必．，£,お (If70).
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二こ — . 

lA-6 ........ 

ー·一沼遵じんあい中
アルミニウムバfごウムの放射化分折

原研 。 玖栗飴次， 合檎 弦

闊名）沙ジウムは吏岬に比釦吟く含まれ．／述奔重池褪窯怜夕量愛用し、、―
よって大気叩、吼成し人体に対する毒性が夜顛にさ収つつある。ーオアルミニ
ウム 1ま続索力）レシウムなど｀と同嘉尺気池幻んあい中の主主な成介元素孔主
として焼知心t"からくみものと椎定むれる。汚麟紅禅l べ·ゐ一つの今力‘じ力‘
りtしてこq両鬼を定量し，杓q相蔚往．さ痢べる 2 と 1i重要なくとr:,•あり，ミの
造昧から｝饂じんあい中のアルミニウム／・バナジウムの町吋走量：き目的とし「淑
卸疏析荒噂釦行なった。
ーアルミ:::.ウり）りージ｀ウムの加羹疇寿命輝，噸的 8 邦I て炉

冒［三 [l0... : v:/;R :：：玲冷却
”:l.小み。このためアルミ
ニウムとJゞグジ・ウム叫杜比 102 

ぉょ謹吋冷却綺向t SN I Q0"'-""0--0 V — •• 
心疇なt・泰紐l麟恥 ｰ 。 0..

0 匹

フ V\ て::::.., ~17)検討を行なっ `::. 
rミ．

度、験畔這炉識＿ ゜。瓦．：
2 旦冷(8' X l岱n/ e-tJ•sec) 

を便用し，まに佗線スペクト
)VIす合e(Li)検歩器(4、 2 cc., 
FWH M つ、 'keV) 8将姥 l
tミ Loo ナャンネ Iレぅ厨紐 図

.. . 
. . 

紗
゜

さ
く
符
A`
＄

H
S
E
.
l

9

9

 .

.

.

.

.

 

，
亀

゜.. 

.. 
100 200 芦知和初
A.Q. I V の村圧比l ：：：よる r線：スペクト lレ
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ーて測走 l 「こG,. . ~ - s・ば
l, J \`T ジウム走量におけるアルミニ 団io

加ムの影署ゎい応副走条件
噸と的と lす柘線工J- Iレや’ーにお·レ' os 

て 3 # 0 k e V の差があリ，アルミニウ
幻砕も戸いと 3," 沢俄スベクト
叶トリーによゐ｝勺・グジ｀ウムの非猛破
加可能［ある。（かし／％叫杜量が' 3 

贔言［デニi↑¢竺爪（昇：］竺；竺図2 邸， V の計粋旦すime 12 min 
づンfトンスペクト IVIこよフて嘉似穿 3 ぶ＆。 28般，屈／Vli共 9：：孝斌期I,、1和て尺
1 な差ばなく，葱射菊釘あ砂 I訂照的い浚力准揺］など＇の離竪て●●肩利な劉走条丹
a 成めるミt 11期符できな v) が｀I s N比から刹走条件さ求めたものさ:t 2 郷：：：示
し K。こ釘結果から見るとアルミニウムノバグジウムの臣］戻社た曼Iす足法n痔I句 5介
心嗅ヵ埼直していると思わ訊か

2. 非綾餃和介潅法との比敷
バナジウム含有量のヶ砂拭料/,~フいて 9 .t記心i和漁l走（た非破娯釈 2

ーメ1J- Iレオキシン介藉法とについて比報：した結乗を表l~ 示 L t：：：。この試料l, あサ
籾＇グジウムとアルミニウムの比 1含 l ; 25 0 であリ／八｀｝ジウム 8 艮非孫痕t
検似するくとはできなかった。ア 1レミニウりバ｝ジウムり合成麒料ぶぁ·いて，
心ジウムのげ線スペクト 1峨加‘ら計数談差 50 %o 範固濃即可能な）ゞグジ
ウム量 8 永めるt o,3 閉t'あり，い手ァルミニウム比は/ : [ 0 0 て•ある。
十患初紐座ぶわいて採取 L 応斜浄仕‘ついて追用し応拮累さ合せて報告する。

otn 
。

笠
認
漏

ー

x
 

10 

L
 

表，非破襄ぅ去と介随法と祉七餃

試料
非 る皮 士農 分 薙

V cpm 茂 刈／m3 屎 cpm ｵ 関／m3 V cpm 叫 閉/m3

寧県虚 26 土4g, < o,3 < 0.01 22~士 3~ 32. I 0、g n 2510t I芯 ()、 l33| 0,0036 

り -l7 :!:50 < o, 3 i<〇.01 28'2:t 3ざ 3q．り ,. orr 31 り2t 1心 0.1666 0,0045 , -36 土 44 <. 0, 3 < 0.01 244士 34 34,3 0 、q 3 255り士 120 0,137S 0,0037 

ク - 2 土4q く 0, 3 く 0 、OI 2てり士 3'? 必，4 1 、 o q 2S30t112 o. 133'7 0 、0036

早均 2.60 t 57 36,6t41 0．午社aII 26lf吐 124 O, t4窃如Oil O.oo3牡

（照射俊 5分の言t数）

非跛束ぅ去：年e(Lt)

分斡：法； Nqエ(T.L)

切、00叫
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岩石中のウラv''トリウムの同蒋放射化分枡

lA-7 

（立大原研） 柚ーロ茨雄， f打飽兄

岩石乎のウラン、トリウムの正確な含有量色菜めうことば氾抹の熱漁として妃
辣化翠的＼：：重要なこ'C. 1" あリ従床から夕くの人々によ 1) 放射化分莉法を用いて免
量 5 れ［さたか，ウうシ 9)- 1) ウムの同蒔介苅法ば教少なヽヽ。 そこで＇従た凍か 5

行われてい 3 方克をみうに，ウラシは 2荘 U 力‘3 位成す 3 和5loぺfro知tをか）用する
方法及がュ3只）か 3 生成す 3 29q U 又 lよそゎ堺皮生放物→pをが1 月す 3 方法があり I

トリウム 1こフいてはユ門ボから生成り 3 平森期の短 vヽ ⇒叶k J.... I太その規渡生成杓で~あ

3 ュ33 版をか）用ず 3 方法があ~. 株維バp '23う松屯ウぅン，卜＇）ウムの足量 I：：：伎

ぅ P&') その化浮収争屯虻め 3 ため小放射体であ 3 23?ｵr, :,.3/ lt,.,店トレーサーt L て

使用す 3 咄要があ 3 。このため最終的な試料の形状は人絡剃足が可熊とな 3 形状

1こ 1 3 雹羞法埓の応象操1乍も l" とした。 叙々 m 疇りり筒弟な化炉知乍t'”
，庄濯、も効率よ1..回収しG-e(Li)スペクトロ｝卜')ーでウラン， トリウムの同時定
覺と言炉巧た。 なお我々が用 vヽた化夢操作におけ 3 j/p, Pa の 4し摩収身~の測足 Iこ 11
心，庄I Pa 屯舟、う対 I：：て放知しレ生じ＇た:,,3%、乃げ’a も用い 3 こr, I：：より最終的な

謎＋の形状は水腺物（芳乗）のがなで＇しかも I Ii)の規定で化摩撓作の同収弄の~)
定 1r 可能となった。

直術及び化釦鱈J 珪醸堆尤石試糾約 0.51r とウラン，卜りウムの一兒世屯
ぅ氾 I~ 浸乃込なもて作放 L に榜、年試斜 L 同一ぎヤ 7゜セルに入れ立大原ぅ‘炉の F -
24 9、和孔（熱中性ぅi. :／，夕XI{)’2. 9／伽ん）しこて C B奇阿 P、9、射内 3 。翌日照射拭料

＂又出し，前もって化落収率初土用 l：：作成 L ておいた立"Np, 2”ra 入夕＂し担体と災

I~ ニッケ Iレルッポにて逓酸化ゾーダ燐紐と行う。 用、、た化喀操作の楓宕も国一

1 に汀、内。

［力＇‘‘Jて緑スペクト。 1 卜 1) -)  1t用しに如（は）乎薯併旅似豹 1土 ORTEC 般

で， r綿袴ぷ効辛比 o’x3I NぶTL) の／ ％，介絣熊も 1な 60C。6) /33 ユ kev 他で紅如で
ぁ~.

〔條泉ふぴ芳房、） 図ー広い把峨調査所の庇巌俗試料了釘 1 カ‘う末棧消 Iこに‘)
"浪tれた Nr, Pa.のがシマ粒スペクトルで、照知快／姐向径痺 L たtの 7" あう。
本国より， Nr, rL のp純k が'lなっを＇） kek 3ro血A よ＇）己和1 公よ， 又他のい出生物捐、
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からの介離かうなく、、くのが争）哨した。 クランの足曼 I：：な 23\lr の勾， 271 k” 
の r 楳を， トリウムの史量に応工う Pa の 3()0) 3/2 位の r 糾心使-L lざ相互 n r，莉J）
か芯薯なしに預浪が｀可能とな 3 。 なお化芍収争祠正用t. L l 加えた”『 Nf, 292 pa..の

r 線の浅＼定なそれぞれ辮，／93幻畑，紆s, 1'1 I ゆr

んp
n
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supn. 

supn. 

の伝ぷ也用、、 T二．

この方式の足壷 Iこ際、しての妨害反応と芳え 5 ~ 

3 も ~I：：他摩収辞朝正用にトレーサーとして用い

た幻約の広崩癒より生じた土'ra があるず， この 233

松ばl-レーサーt tて加ーた 5 れ．3 折にあ 5 かじめ
虚醗糸イオン文換ケ雄堺の方法を用いて袷、いてガ‘

ら使用すれな＂同複がないが、史鞭、少夕Po i”1／咸

の落液／ 1TI! を同一床作でかンて鯰スペクト n メト

') -も行っt炉”rん比釘直の弟石の分析で＇ば l'j. t 
んど影露がな V‘ こt 1’' 奇'l 明しt::.

ppt 

Hば， NH砂H

ppt 
' HClOq. +HF 
evaporoie (3恥）

`’ 出 B Q;,+ HNOa 

NH10H 

5U隣． P.P t

3噂ーーエ以は、 NH4- 0H
| 5“ 位C 叫

秘wex 1 x8 Joo~2.00,m必h

竺二］こ邸伍CHCf
+ (),3吼l HF 

.e L/J.{io⑪ 

比位rrier

NH:>,.OH·Hダ／0祝I,tJ1, W囚r1n..

HF 
ppt 
ｷ I Ha803+ HM硲
NH4-()H 
p pt (心渇， ユ叫／？、 叫3 fa, 2.32p4)  
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1A-8 海心蒻店加り炉頬元東の放知1む砂T

奴匡研 、＼も海俣験喝

゜鈴不瑛衿天槙囃悔ォ、神卓 1た追誡＇i

釦／ 放射ほか少復 1 こ F 3 殺疱：疹応の一つとし乙，祓畑科亜和l埋決設力‘遠i年
にぅ廷すぅ炉疇応ょ 3 壕危令応泊釦嗜ぇり‘牡 9 o ミの濠衣叶 I：：ほ棧？
の證噸紋記這釦哨 1 <I'¥-z. II¥ }.が／ この菫平核莉のうぅ沿l< 1f t｀丘l司i逗の
樗ね量が非煽ドグか畔涅セリ汐 A- 1# 1で椒も象専tぉ挟箱の一つつ‘ある。
1. c t," I今叫 1すこの放射性セ ll ウ A が‘海冴に放公さ収セ楊今，項倉宝籾 lこむ我

度釦いゃ｝か和 3 目的て‘‘海水ぉ F がぷ苺生窃沖の希士身良元象をセリウム屯士且

的元素k: I 1.波和t..伶町 L -ti.。

さ改， 傘水片の希土り負元屎i/)杓‘姜，字 P.4伊のミ'|ネ゜ーフ 1 9レターて‘‘7} 渥 L 1:::冷水
ピ塩載畝牲 (r~ 心） 1"- I..をのち圧托 7 4'レクーが｝？直 L ~高l＜のみt o 1 を吠水と L1

この執末 1::. 鉄叩如代） 40ぶ手を冷押しtが釦叩i尼吐濯｀庄し 1 絵ィオン

訊疇（四忍国）噴繁 I -Z斗が眈 I "ffを甲‘‘tつド図t令岳がオぶ見した。
涛克坐籾化の命直パ a 紺呆 It灰紅試料ゃ'i] 0、4~0、埓を湘菜1::. 森し！喝k とと‘`

ぅ F ぅ 1 ：：録 I 心をず神｀泉し，絵 4 オン戻竣心紐求礼噴崖元桑を除出し乙机棗
＿した。

一樟｀果した水眼［t録、叶邁し I 了 lしミタh,=., 7 んt‘欲射に試料とした。
拭料の遇恥各J RK-ユt‘‘-;z.f9 碍 I釘の剋、ヤを行な VI I 波炉t l た試料たしi 1--a 担

咋と保将拉 1手を命和 l -i..椎恥紐し，っ臼設に物一斗 lt物 Z‘'精製し I ~叶に水談
ht..勃ー誨蔽淮り彰戸iュ閲~ ＼l 溢 l -z.か教元見、い昴製した。
如甘i屯＾令’l 虹でユOCC.の和色＇）臼甲知拾な印‘‘t吃" I I沿“/ Ith I l• ri• l:::T遺

莉を 9“' ”4,” g, I?'I I:::ユ0 バ KOVのふ光をビー 7 を甲い乙史tした。

緑果， 象t＝令した今村位＼か布水ゼは茂／f Ce ば） E以内）

生ね吠科ずit戌／k" 生年のf直が不し 1 、、 3 。 ゥ届水 （超封政）0｀ 00 ↑ o. 0008 

：れ叶の元屎の治水叶-Z.,‘'の栢依杖‘総 1豆合 llll 冷水（瑶黛滋） 0、 oSI o,oo.20 

採水t ←沿摩水か＄研が界J:..の粒吾物復に 口 I'} q.,qS o屈

汲羞し丙奴‘1,.叫； F ? t可；知t,こわ｀ 3 位町恥徳、 炒冷 9、 ?1 0、“({.
の．ものが‘次評令ず訊ると券込りやう。 ”“砂困） /, 38 0,04 

ーも，漆危宝fD 沖＾ ：：礼叶の元集。ねむ骨 けが（韮切） み 98 0.I｢ 

t"しに禾 L 丸 F う 1:::.} 7 ~な除凶-Z. I 蛉！準、 琳（釦年） ク，,q. 0,22 

絞，具棟のリ＂序ず改ヤ！で、、｝。 蛉囀評） 3f, 34 2 、 0/,

臭校のうう四t久中のほた佑が｀~ ¥A "l It/  
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奥いかいい沢科ずあ｀），衛し束の幻い、口む脊＃によらものと券ぇり屯
3 。

この紅知‘り年史 1t1{麟セリウ A, ヨ- l'.7し°ゥヘの海充ら2 によぅ和輝孜 Iょ
蛤て｀＇？ゅ，嵌魏t Iウー 17° 1 手々臭荼炉‘'はス0~/!,O の｛会荻も手した。
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lA-9 寄K中ゥヒ柔，アンナモンす放芽it令祢

は知平）合即呻t．記＼苓や（哀大i澤）主な捏飩

1 5認がピ芽およ仇‘了ンチモンり店瓦輝，裸う｛固輝 I"- ついて 1吝沖んビ
細されていない。 上込らについての基礎89 ね知品と得る目的で放紅し分布法を
検討レに ジエチ Iしジナオカ Iし）ゞミン酸ナト 9 ウムさ 3 濫ゥ\:.乗ふぶ状’アンチモ
泣咄幻遠としてし直弁海卜からクロ D 不 lVム抽は内~.袖土さ小 E 31釦ヒ
令ぉさ-f).‘'アンチモンし3 ぅ耀這油土レ、丼茫藩紅•希叙咋ぅぢ．＋m l) f'史
戎 Iこが！潔縮する．海＊用滋泡す 3 瑾 9 ヒ案品さか••アンチ豆 1苓了スコしい二●●

項知式．元レf:::. OJち． ナオナリドt茨沈濃禽レ、先ぅ 3 煩函 9 苺料とら 1ミ KUR
で、 301)-同中怜琴ざ片い．照射口訂沼和猜華で今給しr::. 9 ち、 オキシンと合籠
和して．ヒ希とアンチ毛ンさ究設令離レ． で、埠スヘ゜？トロメ\-~ - I ：：よ）届界状
穏口嗣主レ匡
2, 3. 詫料海水 IL と袢や後でざらかざ｀リ豆やか l::.~ 9 ギアフゃ 9-t-¥A WP で•
が世，紐兜釦加~シた過海ぽ I辺合すら．ミリポア:7-i Iレクー上遠瑶令 lさがぅ
”ギ）エナレ喜幕\::.試｀入レ”―芭射訳料とい． ；戸逼海）向 I中立｀エチ 1し立がオ
ヵ豆ミ‘一芦ナt)ウム~ 0.33恭加レ、 tH3~4.5 9麒 ? O Pぶ Iレム 200ノ
so~•で 31鯰徳ぅt.案ぶ‘iF-仏｀了ン今モ吐神屯証訊03 5" 0 ふ·逢拍土する。
紅渚木で｀肴釈しt-::: 0,)ち綸チオナリドで知たす~. S'倫 9 ヒ妾おさ仏｀＇アンナモン
咽浪する海）ド舒 1::: 1古 039 9 アスコ lVc‘ ン酸と加え虚尤レ、 o.3 N硫酸酸和レ
てナオナJド知たする． ー衣放登後 ミ‘）オアフが介ーが砧＼シ｝退し、北浪訊会
栽乾燥すう。 これこギ｀）エチ V ン落着ミ吋入して．考註打令ととも 1：：：定し 01む1/c,! ·Sec

で3吟叩咋戸今照射試料la輝で•力亭碍． l和とんど乾回す 3 うで·潔湘レに
のち、 も隠陵J )K 疇肝す~. ：：：如：：：それそ•収 9 世玲あさぃ寸〒シン E 加え、出
臼 l::. i輝． ア＞千もンとキヤシ→玉とレてビ茉と令雑す 3 ． さらにピ乗 1ら逍芽＼
”芹シ ;:.,E 唸去レた戸、＊配澤知~I"-~~ 嘩集戸．得ら卜忘応蝕 lなもれ
も虹沢乾管吐応し．痢足哀料 I道心ら． 3万'’Na珂）サ翌こ逢蒜レ「違塙会
畔 l:,__ ト 9 項澪スペ? ~ツ這l史，fい九戸~--1 如令ぃ訊狂嗚。化含文‘
逹か紅碑にお寸 3 回収年苓‘さぃ衷滋炉回牧辛\~ \--~v ーサー；；主で•決足レr-::ぶ‘.
全炉迫じてつ回杖辱 1で＼＼づ’れも"”以上で•あっ T,.
本法 1::. ~り駿珂屯ぉぶ U‘ 釦知中海）K につヽ1 て求めにヒ芙あ‘よ伏了ン今モン含覧

I~. それそ収 1 、5~2、7 ""-dAs位 0.22~6. S:8Aが油／£であり｀ こ八＼で先に莉至レ r:::.
i這ぉさい’'●一従来棺令さ汎\ l¥ 3位土さ<.—玖凶ミ、
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一方、 乗各i酋咲態につヽ1 てみらと． ヒ条っ邊冷、 3 偏状態、りものカヽ. ~ di)ら翔令\cl:
却． 全炉 10名程度であj. アンナモンで 1守釘西状歴炉ぅも 9 かが約し0~30X ら
守棧 lことつて lc1' 40～四X 9 衛i五 Eキすもうも認めらやや。全洋としてみ 3 と、
ピ食， 了ンチモンハ l::. 5 偲，i'I:.,苓衰とレて活荘す 3 も＂か‘多い·
鉗直分芍と今らとピ案で、 l3. 31祀と切函っ店末如可呑＼さ＂一定1這どネすつしこ苛只
アン今モンで 1-;: カ‘.,.ぶリ大 S Tょ麦勤と＊ v てお｀）． ピ芽と了ンチもンで l下． そぅ沼

圧状穂にか牙‘)の相立ヵヽふら収た．
寺r：：、 ぅ恥這慈i蜀約臼汗粒戸登として令布す 3 'c::.希おさ仏＂了ンチ毛ジ童可砂
てナわく 全9 較％程度 l迂且ざ＇すヽ·、 コれら元免 I~ コ＼;az'iドと、、うよ） Immmt土

”t苓脊．といてお某すると奇えられら。
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lA-10 追l虚’＼づか＇寸紅雑祖iヤリウム刃碍渇香勤（ヤゴ森）

汝虹研 0 矛野氏関 ，J、抑単 佐呻這

絲苓放易頂幻炉畔靡l暑で紅曝榜ぅi船諄蛉ぷ行なう鳴合 Iズげ逼
砂惰座な℃へぅ吸急が非専\7.丈さく、従，て卑声輝i研心 3 小て遥悴冠文
m 中る渇合心恥祗曾 1迂打~ n知瘍が丈さ、9 i ")℃考え 5 れる。ヌ．洛涵ゃ
と輝な℃｀へ 9 唆羞ギ濃縮iかな）丈さく、重者視さ小サ磁Tある．今回コ菊
稼可I さ緑這水ヤ濯細セリ‘ウム 9音勤 1-Zつりで和告すiが．今回 m這水中
這崎暑疇在する堪素 4 オンちふひ｀麻酸 1 オン I？注目レ｀ N辺みょひ｀摩o,-
＂心＼で揖々うi息存ぅ堪素りオア或ヽ＼叩輝ぅオンな含む腐i夜も 1t). ::..'1,1 1:, " 
惚（姦寸 I, ぢけ 3 呼G9 況殿蓉...一ヶォ汲蒋甜阻サ対すかノバ直数みよび TTA ーキ
いレ汎察滋,-z J a ·wt-＆う―茄出苧名［則芝し而邪？怠舌稟り必鼓坑討も行なフ瓦
輝 I 恙 I l'2示すい謹愧わ N心9 / HgSO« みよが応か叩凶砕も 1t'),
邸かよ遭麟名目＂てpH8．乙i逗這整すう。 r1 は紅鳩心枷u'c必伽加
か＄賎入叶隣も叫て"-fJ..S-趙芦 I~詞皇レ．和 1 "み淀泌に浮加し石。こう湛
知如凶茨控三角フラスコ I? 入屯 一
如't叫加ぅ淫十マ連級的這
Y う ？れ 、 ク錢 , I 8 , Z E1, __ j-日

IS B みよひ｀ 20日う）罪噂記惰
な取ヽ）、 ミリポア？ 1 ＇レ 9 -I'2 Jる
げ品いが B々如t A砂OW→くか謝稲 I之

．·一.一

|い
N辺（％）

沿Sit. l~) 
N...q 
治ヤs~l9) 

< 

I 
J,J'.o 

J、 7f

ふ＾゜
嘉f

z J 
／ぶ 0 企0

I、柑 (>、 7允／

/$-、 O J、 0

ふ令 C>.十ス／

j 3 Iゃ．，今テ z 卜もiすな，ち．ミ‘） 兎r..紅租麟い．
叩？ 1 Iレ？ーロ azぇが、 aか尺みよ

l,L. { 

ふ0 /、/)

0 、）匁｀

ぇ｀゜ /‘° 
+ 十

9、J 7ふ 0、1かか

西A う三猜差項t刊、）、茶々女0凶ぅ麟も炉池レら。 19 フ今テストは予可秤意レ
口輝I、P;9 入，/; Iゆ必ぅ英栓三角 7 うスコ IZ ス 0凶ぅ滓滋名加えー活用隔tう v
r2 籟、と逢液 I、0必冬取1)か‘／マ絲削定ばな，た．況岳章豆澤湛栢以可事
℃)同じit去て‘計箪レた書
輝エ 兎 1~ 条踪記）勺っ ND 、1 ぅ遺'C ~,J c /7つりで TTA ーキシレ';:.. 12 よる
潤ぽm輝t行なっわ．試科席液IO“Y a／祝， 6、 5 Q99f惰っ TTA-寺tしン
堺治 10 .Jも的ばぅケ‘辺ロー}- \'.l.入ぃ町ぅ器で直疇tう咽．印mm
せゎ妓、条揺b‘-9/.o4 も恥）すンても輝史匂うな）で抽公率tふ‘のら， 2 `凶‘B
Y Z ＿甘目・つ拭科＿lでつ ‘‘9 辺．茎接，角誤·liつ‘；ふ心も恥）。｀~'t,)、T、'マフ 1 1ピ
? -9• if逼ピーサい社‘つ 3 3直1 出~I}\~-~ぅぅ角孟け見翌全． ———--- -
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紗屎ふJが考察 位疇依 0‘5 9 感公ぅi忽晨足状態はiい l凄（存力‘; 9 im屁t墨な
')、 I叶いi和1)0後紅B では？ク 1レ 9 一つ｝進這ヽ1,,. よる［社瑾っ差が護われマ
｀も叩04-みょぴ(N遠t M和四）麟 7・は冷っ孫仔姜口見 9 小なわ‘っち，｝、滉
育ぅ他ぃtぅ程iか骰和r 丈き＂も... J..o 日後 1'2 "ー)ｷ "1てはこ中¢三捐っ潔f在か 3 叫＆

はク()~ IOO 災 9 雌ぼなオ｀ v厄。海、l＜中では呪e t i糸加 l マ 6• 5 20 日後 1マみりマ

g r幻i瑾 bヽ、以註鬼 7｀あっ石ぷ． N心o t HgSO々i落後マ｀ m ＇仔Cr つ oo rげ‘解っ星方は
足＜．i尺殿年も丈きヽ 0 ::..中内 OHー以外 12 ヤリウムt雅五i如用すi t忠われう凶
いぅ桧iオン撻符⑫―みJ応SOIーよ）む（う比釦浅っみし｝ ＂羽 1 1 ンや
謬 9 オ｀／つ可了碑が知匂 3 Y 考え 5 中うが加え 5 中た心ce は/,M＆ん？｀あ')、

松灼劇農霞叶疎直すらヽセ‘)、ワぃ 9 「農度は渦 Ilc 凸t分っ―j呈度 lマな; 9 :::. 9 た
め l2 ia硲年が消加レ TZ Y g芳ぇ 5 中る，
t緊［姦汀町甘引間ぅiw ce うゲ訳係数はふ沈泌¥ 8 滉方っ羞ヽI 1"2よぅ差は 1] 、さヽヽら1―

時間ぅ純遥遠 I刃）f甑保紋外直ぅ汎少が見＄ヤ瓦
TTAーキtレン I.! よる疎出卑騒でャリウムは上詑三祠">,k t名（、おて悶j<中.6、 5 定意

的 h 抽広さ中 P 。命立 1-Z

示レであぅ桶 1-Z I呼＆はす

へいて？”：以上？油加卒て心
麻祗和 IZ 抽 1 さ卜る。ヌ、

セリウムはi町艮社B· つユ
3 七‘な・）ぅ量が届誤3恥2
抽出さ中う::. tも況分か 3 。

同咋沢料f窟液もキ王レン
℃疎tう l ？クャ 9 ウム

ば石キ相 1'2は坊行しな凶．

J必＜

z/..‘7 

)I亨｀巴誓
& a ;;—`| 1::-.f: 1 :::1 ;;: 
哉 I 呼しi本加後い、ば日 1:TTA→F l.レ：：マ｀呻土げら

絆昇．

往？ ? 印紅B1'Z 1り出さ中ら狂今杖‘っャリウム 6 TTA げ可 5 も‘9 相互iげ用を l ? 
石祗祁 l？稔行すかj 9 t考え 9 中う。 ア、ヤリ Iうムも\”TTA Y 針1~、も形成す 1, ば

箸追四i配オげ筵 1-zあiぷ` :::..が苓瞼 1· q:旦酎ぅ杖‘り知蒻i姦 1-z添加さ中万ヤリ如、
が児驀的 h 為楳羅 1-.J蔚工さ中瓦こむ可ヤ '),9 ＾が三価プ霜出さ中 E9 て｀ばなく

愧f知ヤ 1泣価 1吋恥U されて冷中がJ也出さ中 E t汚乏＄中る。
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イオー／戻捷法\'Z.ぷーるスズ‘, 1 ンジ｀ヽウム 1 ア｀／今毛ン、テル）tJ
1A-11 h扉直阜

'紅視芋考f尿窮11)
Qネオ仮喜涌緩辞此ニ・石祖逢名

tt)甚
さぎに加berいt~CG 4-B （ゑ易 v藁菟哩陰ィ］‘／戻禄和脂）を用いて放知をスズ‘と
戸紅｀／と乏ヤロ淑姦液か彗11 i鑓似｀きつこと 2 昨如芍論会で＇狼告した。ひ
ぎ臼‘＼ヽてい国？ぶ｀とイソジ‘シムと碕紐も、よび‘‘放厨准アンナ毛ンとテ）し lレの
輝虹椎討し巳す左わ 5 ス又‘‘．インジウム，アンケ毛｀心戸‘テ［レ）レの危炭
射荘紐（噌ーナい、pe占）につ、、てそ n t且鱈浪かうのが最も千街輝(K↓)£しうべ‘て
カ‘ぅ月 7 ム；鯰い帽訊：細℃石。

ー. -ｷ--ｷ -ｷｷ. --.. -
• • 

Lり皇＾り逗果
砂嗅濃肛と Kd と n 疇： A袖年ふC詞 (RCi聾 100~2()0加esh_)._ 左用い
i\``‘｀庄法に汀印蒻足直元―口尋豆りはま―li3戸）叉芦（正）／知）／
J夕”亨）←ヽー、｀ぞれ
翠症。ヌ．の虹叫叫訂。 ~~ (F t~. I) 亨走言凸］,o·k) ·m：：言
おな 1、 (D) とか 5 *S'拭V)とヤ匹

との分誰が暉 l可応ぁ竺ぶ
担定した。す h わ 5 加be1--li,te.-' ミ
ば年B に吸着させた条拉松視 •こ，
｀h,l知）からがい殖卓 芯10
凶 l1勺）が｀て｀｀ぎる心絨ぷ又
m）カラム滋によるインジ｀， I
^-5 訳が―りり瑾：砧孔屈
C揺（k(.し｀｀竺°仰おりも
つめたカラム(I X llen)(乙if匁⑰
“MH tl湛犀狂彗ざせた。
LO ダo、6o剤囮羞応＂吐心）
直釦玲互し互竺滋泉0、ぬ汁1
叫図＇房離 Lt又しば．113屯げ

( 

゜ 応
Co 'h cn 、寸 HCし (M)

1 ヽ〇
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□□[:()]] 
オラムに加え，窃HU z｀→を＾ノつヽ1 で｀ｷ-
0戌夕MHC（直 L た。名の紅衷1 号3
に示す。また臼元（切 (3HHeし）さ力叫A'
に加え， 3MHa で｀f叉ぃ I 0,0刃HI-IC（匹む

(Fし`j·L) 

.20 -20..20 .20 .20 

Vol“,,. e,. of HCl (111L) 

C Fし， 3 ）

と F枡ゲのよ）碍屎が得ぅれた。 lo仔
F訃ゲの 7 ラクi 3 ズ［につヽヽて，

それて放渥 L て『スペク＼~ Iレおぷび＇ P { 
孫の吸収由釦しうべt墳屎1.2勺辺喉） ` IP 
？＂あ 3 こ紅雌競した。す万わちこの
フラクシ 3 ンの痩れた原因）I1 2.. 7亨位r)
(J) I 炉祁滞直用＼て蹂厄ミ求て
感T立）と乃つて移幻臼のと考
ぇて、、る。

以ェ叶諜から咬b げ）と々し企巧
との分離について）疇射9全テ lし）しの特
薯行動さ考康5 3 厚がある厄め／仄ぉ•
—雇渓 lヽ椋訂が母J 3 と考えて、ヽろ••
匂盤
加be出te c研B -&. Al ＼ヽ7...,”弘か＇
5 IIJ初工れの Mi,IKl: It‘可能と；；；った。＿
蘭詞の報苓逗令 3 と冨ぶ、国
豆Cし芥液、か 5 どれをボグ湘精製臼'
っしとが可脅虹厄つた。，，，芦 I-=- つヽヽて＼J

そ叶｀油惰—パ叶鯰這万3 。

{D午

灼。3

` 
u 
10 
こ
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了）し三ニウムイオン共呑千にも寸6Cs, S-r, (q_の瘍4 オ‘./
lA-12 交燥樟廂へ (/)h及痢こ分糠

原手力厨 0 久保田益免 1紅孫彰 夭峨そ怨
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(2) A オ‘ノ咲橡刀ラムのィ系拷各竜バl 足 了）レ三ニウムみオンを含む 。•6~戻
屈駿齢柱の‘呪濃液も‘ぶ入‘心f習深い約 l 汲啓曼のカラム頂萩粒輝 0．町）＼く連
統知注ぎ‘‘，流坐して人る洛液か認ら 3 汎る哀厨能聖疇］屁お‘3 t/ア）V ミニウム
吋紐をおこなった。 0.OOら 乏 Iレのかv 三＝ウムを乞も 0屁現肥崩酸方浚も弔
いた場合r::. 飛洪洟の年甑重が注入液バ汎 ~50 ゜／パ逢すゎ 2 ℃‘k埓すかお祀の
量Iさ呪s Iくついて約凶ゃl, qoSrlr、クいて口灼かむ‘おった。 ア）v ：：：：： :::.ウムの療
飼心の流位と＼印とんr＇同豚 I'、統砂汎 bO~65忍であった。 了）レ三ニヽラム(/)
”を D.o5印V 乙した場合1こ＼3'｀｀-c b 了）レ三二叩ム流紺1)直前＼＜百忍めら札
約 b,.,以であクた。 一、バ鐸＇吹 Cs lくつじてば 7)芦ニウムの濃霞炉入< / 0`00 ら
毛 lV の場合kl3呪s の流釦3(3 とんでア）V 三::::.‘ラムイオンの＂の影響ち愛わな
いが 0`05 知い：なった場合いかい）彩嗜が現切礼，了）レミ巧ムイオン流他の直
前で‘飛似していか らt lくクし‘--(t;l 0、 Ob 5 モ IV の滉心におじ‘ても了）V 三二うム
オオン濃疲の捌嗜を受ヽナ，ア）V ミニウムうオンク療、佑と（委 (3‘ 同時）く流出した。
(~} Jiオンな禄カラム）てよる呪s)勺知，叫Ce 0ぁ誕 フ）V三ニウム 1 オン。、 005

モ）レまた l;;l O.DI~ I\; を含む。｀ら規祀崩醸雅殺の合成再処病危念名胴繋し 1 `([)  
麟がなし‘よラ＼〇凶ぃ洛液老約 1 Wし阜疇雅。町）のカラム 1こ釦m o3規
”骸 b ~ --cりラム旬麟した後，｛｀‘ぎわた‘＼う少なし‘洛母9八肖酸焉液、で‘吋s)qoSv‘
豆Ce および｀了 IV=-:::.. -qムを分髄する•方寇）◇ついて検討した。 ゅ現杷硝蕨右用い
也易合に＼j 0.()0 ぢ毛）レ了）レミニウムの時，呪バ°$/f)ヵ菫訳ぎたが o.o\ 乏）しわ
瘍）芥完全幻なった。 0、 T訊誼扉酸の場合1-::_~ l諺‘屍生凡厨雛で｀ぎた。 最
饂 lくは再処掠麻飛分雛方式乙して、図江示すよう）く＼ miのカラムて吋レて＼〇
泣の配処朔廃液を注いだ、後， o.璃遷崩酸も故ぐ麟，~ ii)後 0［成該硝酸 12 必C‘
｀か遺麟酪四凶ぐ‘q。涵も）み0環紐鹸いむ了 Iv 三ニウムを， 4注舷扉酸
6 凶で｀凶位も洛甑する：：ととした。
皿 3 とめ 了）レ三ニウム入オンの漫蔑が増す：：：乙＼へよって吋g: q°SO滋暉
噸祖這千すわ乃少な＜とも 0奮0I :E. l心
でゎ了ルミニウム濃度にお‘しヽてQ‘叱s 竺瓦 lO4 

呪い直覧鯰愛化）←口左紐疇危か可蔀 1 
であ丸 1l-0)(P汎難冠滋弔し‘そ庚研再姓 ょ，。3
痩急杞い頂釦憎酸酸料 0、 003 モ lり）V 三 ｧ 

哭K 唸r

芯

ニウム光液）＼〇＆ち取坂ぅ混念9く，呪s (J)流 — 
虹叩‘‘，イオン度換処蒟後叩紅珠斎~名歩亨°ユ
も麟1...すかため｝＜叩鱈の朦柱蔑 ~o碩康逹 /<--l 

` とい辺のカラム）く注いて‘分跨することが骸 100 16 a2 心 叫
も記ヽ。 この峙の旅液避凶秀勺＼4氏父こ石ゎ 渾出索長（心Q)

工再処鴫液
lL O、5N HNO3 
l o.n株 HNO3
亙 1.0N ti曲し
V Z.oｵ Hｵo3 
立 4.0 日 H槌ll:,

図 2．合灰酋処理房液叩オ涙挽輝
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lA-13 
..-- 2.10 p。 の金属上への自然折ぬの連続的潅一岳累

ぽ犬原子炉） 楠末哲夫

〔諸言）ホ゜ロニウムが‘ヽ、合艮ゃニヽプゲルなビ｀金属上へ甘発的に析出するこヒはもく
から知られており、 この元秦叩累縮ャ放射能殉1足用 m 癌譴肝吸のい知しZ.よく
用いられてい b 。本板吝て｀＇ぱ 2 の月然祈い基虚的研究を行なうこヒを目的ヒ
L. 210 p0 の各種金属工への祐洪のあり之iも逹続的して甜l足する方衣を考え．殆ん
ヒ‘‘の金属 1-:!' つい Z L;Iぼ翁恙ヽ＜蒋果を得でい勺：）このグ疹の原捏ヒしてば． 210R。の
d-..線 (5.30 Me-V)が‘ざ＜澤ぃ金属腹g迪 L z t,夜似可能なこにを別用し． 叔，l,: 又

テ又フ 4 ルムを係埼物噴ヒし、このJ::.に真望篠羞咳 l：：より各—穆［金嘉t蒸着さ心

これを Po枡似用金属 7 ~ Iレムヒ L て用い、 2 のフ,j Iレム e 通過したよ繹巨小型の

ふ (Au) メ線用芋導体夜鉛緊 z‘‘ 夜鉛ずるもの Z‘• あ~.迂tこ枡似しt-::..110Po の行布状

態，を硝稼セルロー又フ 4 ルムを投泄濯ヒして）利ヽヽ b アルファトラ `"7~Z観款し
f< l:: 2 ゥ典昧ぁる綽累が得られK.
（和j) 2 之て‘‘1吏用した莉出）刊の将を記 1 1て示す。内侯20?nれのアグリル狩を盈着
食局フヶルム工におき、樗中の荼疲が｀われないよう l~ 矛オプレンの 0 リン 7‘. 2" 固

主して、、か金属フ 4 ，レムの下 l之 150 ?1l耐の S1 (Au)表面辞座翌手尋体疲戯器 e ヒ
叫っ lがフ Alレーム Ll2 祈似したが°p。のよ繰た．夜試し（心落翠中の”°p0 のメ線紺程
丘計魯、ら 37、/pヒな＇）帝茨そのものが 5 (T) r;)...嫁疇視しうる）． その 4洛芳も、
ORTEC のアレアンフ゜およが｀リニアアン 7・：漿翌整幣増福 l た七のを T門t 40 0 

ーナャ｀／芥 Iレぅ及高い曙．1つが 1r- :,1-スヘ゜クト 1レを 1島に金属忍易ば牝切殻n 表藁 e
用い． 5 X I 0-5 Ti妍，の具茫度のもI:'.. 2.". タンク｀｀ステンオ、‘`/ }-中に金及臼；溌かし、 6
入厚さのず、・リエ又テルフカルム（吏レ躾 Iレ日ラー）江 1:: 羞着させた．姜嘉危辰
ー図ー 1 唸:.e:1ぷ， 腹の危う ll 望量を計って永めたヒュゎ．銀の場-ft",iぼ｀｀

vacuumｭ
印aporat叫 on

po卵sler film

9 9 

1cm 

5tainless cup 

600仔／玩因’'あっf'!.,t、・ロニウムぅ浩麦1. Amershnrn よ

1} RI 協会も逸して朗入 L r-:: Ro-P-E-F硝稼盗涙を用
い. 0、 l砂i /5 叫ヒなクよう 12 行っtもハを用いた。

足険と L 7. I:r｀全局 7 ,j Iレムの危展面が囃笏厄持ずる
ように析似霜 IZ とりつけ、ポリエテレン旧転ふ e —足

速度て｀国鯰しつつ｀才、・ロニうム牽坂 5叫を囃 1シ導入し
fく，メスベ 7 ]- Iレの瑚l足ば考来築入後一定泊紅＂危

"'8NC-<0nnector I %］笥創足した。莉戯状態，も狐ベウf:::.豆念局 7
（；字悶 5.nsItIve pr•ーイルムを貌かレ＿ 2lor。から↑メ将達成象さ也 b ため
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18µ 危；；のホ゜＇）エステルフィルム吸収莉を金属フ A IレムJ:::にわざ その)::. L,zトラ

V 7 旋硲用の研後セルロースフ,$ Iレム（ダ｀イセル、 100 ,M危う）を固定さ屯 2 豚）釘
遺照．射したあヒ｀硝酸セ Iレロー入フィルムを奇ヽ此、I ーダ｀て｀‘工、y今ング'L 、羨斜
L r：：アル 7 f r ラックを魏徴応親派した．2） I500 

さ回2.

芸三汀。三言万言三三嘉三ここここ5o!]L平琴四「：／［＼I 
（結果）羨着鉱っ 4 Iレムヒ 0.I N 硝腋濃放を用き ! 
心瑳液撹応影響 □ 訓へ｀るため．ポリエケ筈

めfzm心ヒ苅払斎応畔 e [一ー図 3

：□゚；：三：三言： J゜1/戸=一0--。ロ
臼 6oo 飢迄”痢 l二危： 1093, I 
~ 6oor /¥ JI ~て偶られた絲 :: j 
0 5091:. 

ゴ 果 e 祖 1 l之示ず。

] 401! アルファ｝弓、．， 。 Di□:--戸j
[ クによる 210 Po わ SPON:EOUS :EPOSITION TIME lmlol 

灯戯ォ丈態、 lJ,韮 1-: 表． 1 
著 しより菟るし vヽ和，射~ Metal Soln. Yield 
炉OO がi
ゃ 舟 ＼を ~Iず b ：：：とがわ Ag 0.1NHN03 94(%) 

翌 かった。図牛に示 Ag 0.1MH2so4 97 

臼 令しr~よう 1-::: 182.rpm.  Ag O. lMH;Po; 88 
く（］

^ ’ で｀ lJ. 、ヤ史辟 1こ／Jr Ag O.1MH2c2o493 1 u 
(cm) 

JC O rpm 

• 282 rpm 

図． 4

t... ~辺抑への躁 Ag 0.1MHC104 33 

苫な Po の｝扁社が認• Ag O.lN HCl 90 

められた• Ag 0.5N HCl 101 

Ag l.ON HCl 96 

Au O.lNHCl 90(%) 

Fe O.lNHCl 42 

S.S.O.lNHCl 16 

Ni O.lNHCl 65 

Sb O.lNHCl 87 

Te O.lNHCl 89 

Bi O.lNHCl 100 

(1) T. Hashimoto, Radio chem. Radioanal. Letters, in press. 

(2) T. Hashimoto, J. Radioanal. Chem., in press. 
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2A-1 槃射アメリシウムよ＇）キュリウ A ゥ分肖庄

灰研 謬脅 0国）子明渡辺腎危

（峰言〕 JH T R 呪稼動て｀＇、中'|虹束～ 3 X |0'“”/c切 2 • S€C. l ヽ｀ぶる表訪
劉応可能t r.J:. I) 、起フ°ルトニウム元素鋼褪の計巫如進めてし）る。 政IA -mをJ
MTR て｀＼的 1 年 l旬照的す小ば、注威｀すも主酌濯撞 lま． Pu, Am? Cm の同倅体·と
f. Ps．である。 L T: P‘" って抵射匹／A-mガらそ中ら元妻の討鑓ね‘S豆麟麟恥ゞ
＼ゞ喀 c 1ふる。 TMTR て隠射 L1咽料の処理 l渇立ち、すただー 2這臥討しfて
砕／ガ洲を用い、 PIA ，圧 C叫叶麟履庄を検付L 1 心
（方法〕 捻杜訳 R - 1.. (1 へ 2 x 1013,.,,, leよ sec.) で 8ぶ0~ /a <-t o 時向

照加し、ぇ～汀間浴評し1ょ 3 個のユ如わ 0辻勺JO'mfj-を用可て。
墜顔料認麟1嘉爾し、その一卸もとリ史駿Iて殊し1て。堺り1呟／か叫0) 0.1 
叩顛疇液l又＼゜ IV オ？‘)二疏酸カリウムと過酸化水集を加えて A -m (V) とし 1 、一
0) 5 、 ぶ0% H P E H P —苛シレンJ.1ごはド｀テ｀カン靖詞廷｀｀、 Pu., c-'W\を推出し1, 。
ついで 1 日雄酸せ｀ C-mを，J.S芦ス）V ファミン酸芽一鉄を食ぁこ田場畷夢知"pぃ
む也砥してて。 Am の酸化状態 lま、吸牧ス＼゜ 7 卜 1 レも唄＇）足して誼梵 LT, 。
糧祖分紺 Ll, Cm をが騎諺茨I~ 力‘え、ダ｀ナヤうオン Cko8Y( へ 2知）
のカラム (7mm ｢ X I ダ～ 2 2c呵）ド吸惰させ 1,。温度を 60 ゜ C l,1昂ち、 o.sM
ベヒト‘` D キシイソ酪詭ァン毛＝うム靖凍 (rH J.7~ J.?)をシ鶉蒻’1 として、 Am 
と('1'\'\縛濯 LF。的 0.5 氣亙ぶヵ這してシ命速，c 胴整 L む。咲線ぶぷび｀ぶ線ス＼゜
ク ~I レ弗l定し←叉，）枝袴を確認し 1, 。
（誌男） 日戸 HPc 用い T,粗鑓釦滋卑げ鐸佐数を表 1 ド示す。オ叫似と
Am(V）汀醜 l濯は、ゴ l3 回本訂諭郷祁告しTて結思を建直し 1て。表 1 の応．
夕，『0)試料I3 、ljs--蒻珪し 1, キュ＇）、ラヘを水郷t.ァルぐニウム［素洸さ也 o.1 M 
硝畷訊l遠えて、：：：ら（＜分離櫛い誦返し 1←こいら 0 試料0)ヶ直は、 2 回の介
離喝Kを通じての全牧導研命染保数て｀｀易る。 No. 1 ~ 3 （て示す分離瑾炊 1 国0)平
叩謬は Pu 80, 介m 9¢ 士 7, C，，，，脳土 I23/t,, C-mフラクションの隙染低敦lま
A'lY¥ I汎してう0 士 ID て‘'乃ら。屠滋料と、 Cm フラクションの X緑ス＼゜ 7 トルを
団 1 lて示す。冷訂時向p囁いパ｀'r•Ps. l J痰‘惹し、 2ク1A 竹の ¢o と I ,:JO K汀の
が線が顕蒼て｀｀あ令。 ／ 37c這徊出さかずA--mフラクションに止ユリ、 ¢m フラク
シ3 ンに 1 ま 106 応以— R h.が認めら小る。
陽うオン支将樹脂p‘ら、ベヒド叶シ介‘)締酸ァン毛ニウムド謬 A叩， cm1
が蒻貶 l司勾：示す。 Cm 虞知乃·/oとし 1~疇、心 I：文汀屑輝数（よ
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I c,.J lえとであら。 C,mフラフシゴンのが線ス 1° クト Iレを図うに示す。べ女之C-m q 
/0及 K<V 0)他、 2 ク3c切ドよるょ叶， 228',幻 78 応す等0)が線が認められる。

表 1 ．狙介揺q炭苓t b F 

ô. 
Hュ釦 希妖都1

牧字（％）
訂：（ガ勺に）

(r-t) Pu A m C-m 
I 0.12 キシレン so 9 ク 烈？ ダ3

a 0. OD/え ドデカン ？ぷ ク0 2/ 
3 o.()0／之 ドデ｀カン 80 17 q I 2｢ 

«’ o. I え キシレン 臼 10 クJ ／み＆

r 0. I え キシレン 8 ( 78 ｢5 ...6 l 

ふ5:

0
0
3
>
-
I
O
I
O
 

.

,

I

I

 

足
衰
器
森
忍

I 
0 O、z 0.4 0、 6 0̀8 1̀o 

E (MeP'} 

国 1 ．反試料tC叫］う7注ン材料泉ス\0外IV

3 
/0 

、

1
0

涎
綬
翡
蕊
堵

① り翡『加

®ら7ラ？沼ン

,do 

Cm Am 

`:l:90:  

10 .zo JO 
喧年夜口~)

即．ダ什切オンCKO8Yl：よるわc'WI(/J命離

図 3．米青咄伍フラ 7ショ凶江線ス＼°ヮ砂

0、 I 0、2
E(H•9) 

o.3 
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2A-2 

叡TV) の該醸癒衣か汀） N-Beァt -N- 伽勺易9加が…

l こよる抽仕、

東北火合研 鈴木追 O 11\ 眉ら柑杭玲

且疇）の知磨液中における拳勒（こつ 1 ）て l本、吸収入ベクトルによ 3 研究お‘
ょ v‘ 少数の主に TT A と用＼）たオ由比、法による妍究ガ＼＂報告されてい合（こすぎな I) 。
知 Iよ如生冷I として 13P 1-1 A (N-Be'o/'サ N- 加ゥは仔蛇砂如四）を用ヽヽ．これ
をべ‘ンセ‘＇ン 1：：黍解して帯煤抽出、庚験を行な＼＼．斌蔽搭戒‘ヤに知t 3 P“(W) の番府杖‘
危臼知1 l た。一うミ？ i骨の P心遥元には現在のところ／0 ＿f M 以上の（葛峡
存下で‘0 ln-H直、元、ある I) はあらがじめ還元 L てお‘ヽ）た／(l-ク M J.9人 K の C遺）叫
在が‘‘み可欠であうとされて、＼う。従ってミ？ n 骨の松(~)かK 癒紅：： Iが必ずG- (11)力\"
繹 L て 1\ ~。従来の松（団の火痣表中の拳動 1二つ I) ての報告で． この C填）の爽存
の影響も危危． L t:. tの Iな殆人どなりので、今lfil I;):. この、ど、にも 5主怠 l 1 検計 l E 。
旱 恥）の版跛港釆 lこぅ農度tJ\" Jo ｷ'I-M 以上になうようにG- (!ll)も加え、 これも戒

□- H3 最元器 1) て‘'盪元し凡（ro I:. L f:.後、逸当濃度 d7 B P H A -、．．ンセ＇ン禿表で
抽出いうな、‘` B P HA 慮戻．水索イオン濃度方｀よt・（I-(吟ぅ農良尿府性を検計しだ。
旱 ますむ7) l:.13PHA- べ｀ン℃＇ン茶索. t Pa.Ov;）の硫醸ぅ察表tf)オ釦出乎術時間と
栓討した蛉泉、的30 分で｀乎衡に逹したのて以伎の庚．験で 1なすへ＾て 1 時僻抽iヽいT
った。次に P位）の B P H A 抽也、にお 1t ll3PHA~農度尿店性お，よt·'水素 4 オン 1農
度尿存性を柁討し、 その結泉ti月 1 本ヽよが If) 2 I：：示した。これ｝リ明らかんよう

Iこ ~D と朽 (6 p HA) げ閣 1こ Ii勺紅t牛の酋線閉4糸°’.. h') 、k-,。ヒ幼（砂
との周：：／なルがゆ洲増 9n 窃うと朽 D が＇わす"f)ヽ/:,秩｀少す）娩向1JI•• あ｝ことク＼＂わか

った。 l1人上の結果より逸叢行なわれ'{. l l J方戎ヽによ＇）虹りそ廂柑した。：の
とき BP H A およ-v:· p<¥, (TY.)は単退 l本ヒ店i.、うた 13 P H A 11 嫁とg i.た。抽広の一

般到 lホ
午一伍心4ヽ

松(oHhi\(50~).,I,.. 侮）t (4-戸い） H6(Oり） ＝作 (OH)p (5%)t B4-p•ユ｝四）t(?1ｷ$,) H 賓（t\i)
t伽r) 加0 （明）t(4惰舟ーい） H％、t)

ミこで H B は 13 P 1-¥ A 、 B― 1な解離（た B P H A の咬イオン、11'\, 1\、p, i, r 
11-o k 含む正If)倍舷であう。これに目 1 4)、た名泉t代・入す）と。
砂）伍知）?\ 4-仇→＾十 4HB =Pdね＋れ H504―＋仇出0 +（午ー加ぷ） H+

また 13 2.の結泉よ I）'lnt年4 およ h`‘ 釦炉 3 のイ色とと 3 可紀＇性ヵ＼••最もたぎ＼ヽ，従

，て突．瞭民印内て＾の 5席存 1愈6)咆府が｀あ未リ大きくないことと危ぇ令屯 3 と．会店
牝ヒ l ¥. Pi>. (OH)3 so't-, & (0H)2 S砧，p＾(PH)げ，＿必 (OHK5()ク，松 (OH)(5k)2ーカ1" 芳j._ 5 れ｝。

次 1：：共格す｝ ＿（以叩が’松(W)(!)_ f3 PHA_抽出に与えJ影響 I:.,..., ,i—1ーー検討（た， その姥• -----ｷ-ｷｷ -----. .ー ・一
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泉'k. Ii] 3 I：：子、＼た。 1日にようと()- （叫濃庄 o 増 90 とともに分配比 11 派‘少 l 亀ル〔は11)）
とん？ D ヒの間に 1か直線関4手、1)\"成｀立す 3 。この映向/:つ 11 1..秀えられ｝原因と l
て 1な、 (1)C1-(11.)1JY BP HA  I二抽出、ざII\. BPHA dJ肴効濃度 9\"武少す 3 。(2.) Cr(II）力＼＂
約すうと仙(W) 1J9"介序定になリ、角鍍化どう lナ今曲紐比 9\.' 燦 K す｝ （ Pa(T) の湯令枷/fl:z.)
(3)水疲液中にお•11 て位(rt) t C項）との闇(: 4可 5 1J\ o 」し母的締合を生じ＇．その生版物
1J\"BPHAIこよって直持抽土＼され在 1‘° i •k t. 3 点が秀えら1-\'3. このうウ（I) につ

＼ヽて 1な sl (1-(1[)を卜しーサーとして用、、 B

PHA 抽允、（たとこ 3 、東騎： （た醸I怯反
長困で (1 柚似され h かった。 1 た(2.)につ

いて Ii -旦生臥｀ ＼た B(") が＇ Pc-(~)に再雌化

されて、ヽれ 1ぶ仕CT) の方1)9"抽土、されやすヽ I

ので、時 P』ととも I:. ／か籠比 1な増加す a Iま

す‘でもう1J9" 、このような現象 1 1- ~ヒめら

れなが，た。従ぅ1. (3)の可縦悦 3\'最t恙

i... 5 れ｀今後さらに検討すべ＇を問題であ
3 。

101 

勾紅牛

. 

., 

.

-

0

0

 

分
甑
比

IO 
-1 

1 り。•3

/.7X/0-9M 

“エ）

t、S)\l戸M
Ci,-(I) 

lo—,z. 10ｷ1 

(BPHA] (M) 

目 1. BPHA 濃皮叙店性

水苓来相： 233?A +lo升阿 P^
0,/5~ M Hュ30午

IO' 

今
翫 {0°

tヒ

I 0-1 
勾廊ー古

/0-2 
10-1 /0 —’/0° 

卸J (M) 

I且 2 ．水索材万農度尿這 I「生
狛殴相： 0,03 M BPHA-'\“衣e·'ン
水病和相： K =.2, 0.l”r1 ル59ク 9/.7X/9•9H位）

/0―ょ

今
酋e //)' 
比

/170 

ID' 

239rq+ 

239pA 

l/)-I 
｛が“ /9—!.... /()^ュ

（印判 (M)

固 3. Ci- m) 喋度tJ)影冑
店洪相、'0、 OS MBPHA べ＇シ℃ン
水滞表相： o. I 炉i HH2504 

IVA ュ.S Oq. t古伍枷）J = oi102M 

I()•/ 

i) T. Mitsvji ; 8』．山、 )OC. 了呼五，年 20う 9 (Iが1)
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2A-3 ーデ叫ニツムの肯，1 オン＿文良

”゜召河董オ巧祖惇—よ似3ムっ夏月靖久

湿名］ i匂索ら 1ま， 9 2,-::,ロ-A~麟詔和リオ足阪した試科から虚級‘手陰イオン文
転濱ヽヽて和紅T rJ.. 5 びに杖／汲虹訓からかい T:. = ~ 1::和市 l f-::.1) 今a
ほ，之巧にあ’Itb fu の，）｀ b 忍＼ l を咀らかにす 3 目的で＇叫厄み•よび＇凶9れと用，1 こ，ね偕
Id□ I少｝の履：：：わたり応厩辱畠和 3 条i↑t枝討し，ァ令イオン訊
即い彗麟て・舟維ao rいのふ）．令 Tl らびにい駁｛l:..状態渭べ I::..
fA祖 和 1直輝•て＂ほ｛心灌疇 L T-::. りち，棺り級化ぁ砂 lホ遠え廷釦ぁ’こ
な l), C叩企、fん扇叩訂主（tcc)這した。っざ＇遣々り痰応羞販漆液心）
知汀もわ魯盤tあ｀こな，ぅ謬糾泉口罹ぃた。アは'~ガ＇スフロー翌 7°P /T、'- 1/-g 
プ IV カウ．／ 1 -と用、，て刈1t孜 L1叶乏人 T=,
和濃(~剖~ I這応しr20'lt盈砂］と＼てし豆峰肛知這壕叫"0や,vアミン瑾
いた。済紅如手訟濯邸態瓜 TTAーおよび丁町1りが分飢伶玖瑾l走して淮ぅ酌j
した。滋崖訊rゴ加判令［いrac1i丞の，今量遺袢皿1：：：マウンに叩t奴わ判応蒻めた．

.. 
ー一斉·餓飛一 洛釦如秋痘Fnctimし

彎：

F _ 9N Hct-0.1 N HNO~ (r 711() F. F. 
z 9N Hce-o.lNHN03-0.olNHF (tS-111f) Zr 

1.2.N HC((9 mO 99 

P(P1) 4N HC((1m() ー政力揖： Pu 

(rュ） 4N HC((157/1() 99 

u o.1~1N HC((20-mO u 

偉果） 壌哨狼マ｀、王疑挽恥く＇）かえし r2 T;’m rいにつ,, 1,イオン支戌介記ぁ9:::.T,1-j
と， F —,2- frしct；O'n.. I-:. I不ね遣土ュれず， r-jr砕叫/:が0~ ?0 ;I.) TJ-fr以C応t, I逍IO/.
の和ヵ9•枝士、 3 れた (Fig. 1) 。海記叩平0)餃（ヒ疇口曲玄法によって籾べ‘Tこ
と＝う，p，-fr這冠て｀はほ℃厄‘100j.カ＼••和（w), 杓手’叫ct向か;i:60~7oj. w 
や(JIL):.、残り 11 アu(lV)) U- fr^c布れか不ぬ／以上が和｛直）て‘、あっ T= 。

c戸゜炉釦 l しぅ搾 l たね（可）モ冗"「＝渇応輝疇 l if. / ~勺•_i,.'こかられ
J ; iにアーヤ4-Cfi<r>t. I':: 治予 r籾さ叫l) 11ゞ，尺鈴分，1 U- fr匹ti如 lてi精いい。袖
かい締見な，吸蒐 l (. I I よ（可）ヵ＼·浪幻印 l不和(JI[)に造ぇ口れていJ :::.'C. e.示
していう。
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1 Tこ）逗え処釦ぉこなったねの輝疇 I不， Fク•3 にみら瓜 b よ） l：：)ゴ訳射
但入砕沿不 P—加et石 1峰維ュLf\.、 F寸r叫i丸 I~/<>笈千認られた程度て＂ぁ，r=。
逗以't応'TF 力‘っ r：：：ゎ＼／わ夕、， 1 ぷアu （皿）叫訓謳咋u(W)遣rt.iれ戌\ L'l. 
し a ぅ0) 11, 未¢哨らかて‘•なヽ）。

文 1) 椅心ムー（叱：辮叫和麟狐鯰＼粋今 E tS, 入？反(/?7/).
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2A-4 

アメリシウム．の比潟（q..)
加（四）と細げ）の力うムグロ＜？トアラブ今離

ぽ北文学・金店） 鈴木 進 原C) 紀堆
' 

裔戟比オK偲（＄ち＇ふ以｀ ¢!,必）のアメ＇）シウ以 11 回じ高知し状態、のウラン，ネヂ、~/
:::..ウムおよ 1A‘｀フ゜ルトーウムとの関連で‘その比啄的性噸と翡咀することiま鐙疇翠い
ぶ加（エ）が水蕩ぅ夜中で窄良であみのに比ヘ口知 (V) お｀よび加（江）は肴栽籾ゃ位の夭·
印り質 I ｀．ょ砂見元t愛 lJ易くその比学的性貨ゃ森仇ば．棧麒とな＇る。ご一組今配系で｀
は履笈化仄應．の変比と伴うことが多くそれぞれの練也択見にあ々アメリシウム1T)卑j
伶と調べたり粍l 立か焉位する 1む字がある。穀化煤｀態の今布と飼ぺゎ和広として 13.-J

ッI, t.'?ンタン茨沈滋や丁 1A 坤広シ広が知ウバていク 9‘ミ’込i4 らt'l 1 fリシウムのし司

収に煉雑な忍乍と I父字としたり宴、敬条件が•以定さ訊ていわというだ点と有する c
禾茨愈で 11 HDEHP t使用した並1'。ク'(]てトグラフィにあ｀ IT ク Am(J[）ぁ，よび船(V)
(I)斎勧も検討し如(:rrr.）と知 (V) とのか饂広について玩兒した。
旱 ＠足祖としてチ 1 ロン紛禾およぴ｀ジ｀メケ）レジク 01レシラン灼廷[E 施した

叫itE:,い史用した。 /MHD fH P ーキシレ‘ノを V及肴さ也「こ 11 ロンfな昧ヽ E え蚤 8のつれ
高さ／LC仇のカラム(::. 3C仇、の高さに充填し邊糾の紺？広奇’l と水ぅ免して除広した。一
方 lM HOEHr ーア也卜｀／色 v及対さ之た後ア也トンと梵去した celit e zo0万と径§
五切高さ IO Cアのガラムに虹真し水i元した。研'A元ふわい 11 砕3A初の万肖飢菱渇液と

が0：を角虹素とし（屈）心0バ溺笈化した·. iの渇衣を予め恭厨l で使和さ也た 1 ク
し＼にい、し硝穀渇i夜で‘ぅ紺維した。ぅ名如夜は数活1 あ令い 11..|初1 す｀｀つのフラクシっ
ン‘乙しそのが、？泉言十奏文と N正 (TJ._)シンケレーシぅゾカウンダーで行った。 一方 NH“£
,. (NI-/心 SO 'f, NH連叫， NaュS03 I K 1 I (IV加）心 Ogなどさなt猜訪羞たと湛絋i拉Il しし

燻ぃた場合の影瑚も森ミ討した。
姥柔およい秀寮 チフロンのガラムに知 (Vl) の落牧と着，朽、し o, oo I Al の利籟浴

液で滋it 1 らと天舒今のア｝リシウムは l:t.じめ0)粒初J..て｀ぅ嘉itさ幻鑓□4 の朗知’主
度と象えてしそのr:-· -クの 4立長 1-;r.度几しない。一方ユと3Am(1lL)- ス39('ipけ）の瘍、液五

滋いた外冷にも Np (V) は連が 1 号揺iされた。でら 1-:: i誌呈 e 煮免 Iす々と知(JIL)が·浴
蔀されみが IN 以上の綬庄度“"お知夜t. I司ぃるい迅速1: 森離f`'き~ (団')。
A叫vi)の試粁森応•'は A切(JlL)のフラクシづ｀／/~ 2~  S ゜んであら． Npけ）の年鯰
がウ殺碓して知（江）の試粁戎ぷ夜において[1:じめに湛謡さ n らもの 11 A切げ）て’`
あり如(Vl) から A""(_V) への羞元が行われた―ーとと示す。知（-v) I'... A,.,,., (1iL)の守）合
l訊也バ切貿t未的した；峯、鹸和l と 11] 1, 1 らこ叫わが 1て，尻化した。 H:z. 02-, JVH,,- ⑪およぴ
(fV Hq)戌0µ I1 わずかに A-m (JJL) t嘴ヵa ざ乙るた l1 であるが N(J.. 2 50うや K1 で 11-如（皿）
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2A-5 9ー中l琵匝射ウラン中の行寿命希土藉核種の分離

熊大工 大告叶i 稲．大理 大舌債姜子
京大原子炉 王．井訟台 f口大工 品JIほを哨

、"''··. Z3S 可（ n伯 rf)麟て生 L平枝分裂庄成物やの希土藉元患 La., Ce -t電氣泳飢去
-l：よって分輝 L, 『線スペクトロメトリーにJって、半i威難が40秒～叙分の命
土藉枝程 0 麒を行った。
鬼験： ／ 0ー2 M．硝薗をウラニ lレ洛i夜 0. I 叫をす、゜リエチしン各器（：甘入し， K U R z" 
l ~ 2 分町， t｀・ライアイス温度で｀序性f租渭すt行った。辟l 封夜、～JO-+M. ;; Lt Cど
品令i該tボ加して分離飩料も湘髪 l た，愛知げ~ Iこよる元素君のIJ雑位忽It,
ア lレセナ1/..- ]1[ /こJる符t /-:. jって足めた a
錯形成度の尼を利用して怖土穎元壼相互の分離を行う陽合，錆体り生成足杖が
紐られて， I るtようぼ、分離/-:.最遣iな配位｝イオンi農庁をf iill することがて＂ざ認
NTA(1.,)dJよう/-:、浄土襄駐元兼 M と位汰錯件、 ML 、 Mいを佑成し， f o 生成足
数 h,, k乙d) ｛』の町 l：ウ＼ rょリ大ぎな差屡 (K1／加:;:,: /03) があるとま I-;. Iす，駆位｝イ
オン L3- d)イ釦農履およが高il.度冷負戚／：おぃて， 令 K 分離/-:盛 l た [L3-J の低が存在
する。分離すべま金属 M, M'dJ NT A 錆林()性沢生叙定敷t leI9 k閲Jが肛厄
とすれば、分籠l．こ薗l た Z つの［ビ］ ff) （眉 l戎条/l ⑭伯）丸 (kぷ）叫•示される。
これら0) i農度に測墾した N TA 藩i応t支拝電舟虜締痕として弛気赤：勅t行い，他
I[) F.P．がらの介難欣租．屯訓へ＾t鈴農．［L←］ィ (hI•K[)サ¢o 賜令， Lo.., Ce Iよ頁征方釦へ
移勧 L I 正枷 o 方向へ秒動する他 O F.P．がウ分離 3 れることが平l った。 アルカリ
・てア lレカリ土蒻金属 nNTA 錯体·庄成度は低く，金届イオンt l て秒勧するたあ
, /.,a,, Ce t fJ附 l：大まな秒度夜のたが見出された。 L久，Ce- Iこついて永動賤刷t l 
1..l．『かiひ" 3 分を 9 [M墳i息／足iて＂ l: ．朽方よび 6 今t要 l た。iglj足 It, Ge(L;) 
校出羞ダ／2 4 ャネ lレ PHA t用い，危fJJ 3 O 秒叩炉•’/0~20 秒iDぽ L. ざう／： ／00秒
削足をく l) 返 L て行い，；灌疇孔デーフ．/:よって行った．
誌果．•La卸介〇椛甜桜 4. 『分と 9. 5 分 l：：おける r 線又ペクト lレt fiり・ l l2 示す。旧f.

団の La IT)伶豆寿命枝穫と L て，叫久 (14- miり門La (q2,5mh) が＇卸られているが｀勺c:t (41 秒）
］＇、ついt l~ i(~lll 1-:.. J'i知ら卓ていない。~i~.l (J 0.6/ t0. 6叫 Me.＂光砲ビークりi成襄力‘
h , それぅが広、'~rこ帰属iせる：：とがでをる。以以外If) F.P. 0 存在t示すピーク
h認められず，この絆介 l広 L囮同位体If)!合と見なされる。従って， 0．列5, 0．舛 l
Me戸＇’示まれる傾落な光党ピークも L司創訂本と揺定 l た。 これうのt°ーク&Ji赦褻
ー油緒< -(Fi1•-1) は＂炭難t- l て，卯t2 Sec (I}灯fMeV), 4-3:t.4-Sec (0．舛 I HeV) を示した。
位砂1-: っ'’ti肛l足まれた □泉入ペクト lレ（埒． 3) と 0.2 gf Me.ア， 0440Mev, 0.723Mev 
tJ. E Ohyosh ；，釦ll. ¢I,eh1.Soc．五戸ら任1 年（／fク1).
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9,  -

〇北鬼t·ークの故衷曲絲（ Fig .4) を示した． ：：れら
はいすれ：l 3 分の辛i威難t示すシヒがら， lO J~ ~ o.54l M:eV jc/20s 
0. 723, 0.440 Me V dJピークは向Ce lこI/屠属すせる
こヒが＇1..＇‘をる n o.223, 0.320 MeTのピーJ /;i 146 Ce (!4-tnin) 

1こ柑差し， それらが威裏 Iこイ乎フて 9 /46Pr (Z4mi1t)の
認3, 9,5/6Meアのt゜ーク〇生長が観察 3 いた。
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ウラン(/)ナトリゥムアマ）V が臼祖払 1Q寸する陰}オy

ZA-6.. ・の影感 — 

療浙 0 ふ邸氏戚， 各薇賂

希：ワ(VI) が、爾紅縦落液中打‘ら Na- Hfで遥元組尖されもが，ーさ蘇縦汰外Q) I R. 

'z'..乞ぼクエン氣落汲がら 11'.全く珀低されないとし＼う現簑もあることと報老しに

今風 I~ 、種々の喰iオンJ't'... (Iく呵Aび），ークエン絞虚 C c1t3ー）尿乙］渇婚 lくより
1T (VI) 1 ぉょが1J(IV) 訊 N西lく対しどt/) X う 1く挙勧匂る打‘£謡べ代。また同様の

”と直楕iある\.)I Ii,][, 11(_漏i.1f知られて\,,＼る La., V?.. ; Sm, 知，刈b のランタ） 1 
ド，およがわ 1-::. -;いても行 vヽ▽との叱較い了った。
笑験パ．釦檎液： 0,4- M °'員穎麟液沖1-::, 0.00 4-M 心恥オンと如え，さら

l~. 汗， a炉，碑，fぽこの各iオン0\ -史愛いt1 ~. ~釦意疇曇］逗危鯰
用 0 奄淡＆収った。 1菱咀レ沢合属 1 オゾ）a::, La吋＆叶，各；十，臼，i『, 1J4t冨，お
よが紺r t..｀ある。測足 I条． Iや旦， I牲[,e_ '153泣，醤函，i賂刈b J 23qu /[) r淡射能の測

史おぷ松和(/)0(淡対町測史 1<. ~り名了フ代。 汀 1くつ vヽ て lぶ遥総し物系、 11レセ

ケヅ‘‘瓜 1-Z.r &比色も将 7 f(。lJ(\11) 1.t:可妬屯l1z_0:z_と Hd t‘港酔し飩煉峻、水 1くと灯‘し

沢。す（IV) い茎液 I成，tr-煽f. l-lCl'f 1~洛幕し，そのの多，を褐怠しし乾燥峻，耶隠く 書
L .l:J‘レ択。洩灼 l禾．廿§t険極とパ． Na.OH洛疵の嵩餓疇 l). N直後 1揺麟炎で
求め尺。こパ叩碑し 1)t要と考る壌後の馘廿戸詞製レ化。組公：幻騎淡a
ートに 5 戒直‘栄樟紅紅とり，~Lf\.. K2 』の Na-Hiと灯0 え 30砂手で‘後とうレ佼狡．
7k狐 7k綬租と令維レ、その放射能塚む且測足し応水錢かに組盆され校金属 I禾
(; l-1 HCI いU え邊．7K 紅‘畑慇レ洛嘉した。
爽験彪泉． 1. 食｝オンのう"(!)m(]\＜より．狙~~Iか氏ヽ｝‘奇る。す(VI) で 1衣、
虹 1-:: 吋考る影響 Ii, dt°― >'(4-> 鎚0［ー＞戸 Illいlヽ之＜塚る。冽ぇぼ，婢J/cu)=ID

で‘2%, 釦％）J = ID で 1ょ，”の組尋む衷ず． 2. '\J(VI) と訳IV) との比較で1 Iぶ同
ー唆イオ~'~農浚fで成． 1T (vi)(/)分が‘組出さ礼や匂い。 3. 'Pu (,i_可 N) 乙可 (W)~,~
l急 1“\.; v直虫曲繊と斥ず。 4 ．クエy彼痛淡ヤでランタ｝ 4 ド(J)狙拭曲絡（図
伶烈）と比絞するt.'は~Ce. I ぉょが 6:m., Eu, 1b lなもu 0)ク‘lレ—'1゜尺藁者る。回「A
ヤで｀ta:. La,, Ce,. S戸（四んM) =1 で急淡 1ぃ戒少‘する。 Eu, '{bぼ印·%m の消打〇
lこ砕"')を々応絞少考る。 5 . クエソ緞洛淡中で｀．ランタj /4ド‘~ 1J, fu 0\狙祖
過線印必綬奇°6! ~ J u /和 1未以，Ce_ l!. I衣 1i同様の組紙曲線と系レ） Sin, ~u, ib の
ように、エ面の呑屁の知ウれているものとほ堤っている。 6. クエン盆．E-PTA
必後中t‘‘ば． N嗜ぷ抽出されが｀に残｀？た汀 1(;'!!駐色い旦ずる。ユの色ば、望甕 OI 泥
入により退色所急o
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考条；汀CvO と U(1V) f比談レた場合，—跛 lく訳IV) の方が，釦本乞主戒レやすくま

ぃ豆であ 5 ユ~ I~沃〇ウれて vヽる。レたがって．池ー廿直逗元 I<. 吋レ．汀ClV) f) ｾ -ti"'、

Y竺 dt3-~ ~の影嗜と吏 Iイや奇＜梱出されにくくなる~ \,\うユとで虔廉純巣と乾明
てきる。〔Y4~/c:rrl =-1·5 において， U(IV) I~ 〇．2%, 叩） l本 14-％の梱出率と釆あ。.::.の差
1;l:..、lJ (VI) が逗元さ九逢印で m, 1J(.国(J) i仄能t通過ーしtも， u4-t, U'.,..ぶtVTA 裟琢い乍

るよりも u 1J｀金属去て、逗元ざれる劇リ忍、バ V‘ こと名系めレ｀還名反応‘lTげ炉
• U° m 分が‘I 甘吐汀唸町A約本乞 Aぼ~.}:'')も逗\,‘という二しザ‘知屯的 I<‘‘ えよう。

ランタ）イド(l) N心•Hi還元に対し， Sm.、釦， '{b などJ(ほIJ)括社芍るもの 1-;l::'衷＜

拍出されるが，それ以外で，油よされ易ぃば直しぷギ定．ながらも， L直）が渚巌
中で裔杞ずるこt. 1<: X:ると哀ゎ礼て1,\もが，将屹約 I~ 裟づ‘げら礼ていfぷ V‘ ・

CI) 
細ste厖砂 Iょ．クエy緩桑中 U`-Hg心絣 1-:: よりをのランタ） A ド、アク'r) 4 ド＇
心釦り這線危， Eu, Sm, Yb 衣と、と叱縣：し，ん竺砂店の稔在乞予測して v\ る。去

ヒ Mぷ翌，を vヽアクケ）イド(/)&哨畔村ら叫活に見フげざウ I<, C｝ばど‘のエ面
“測して\,＼る．本裏駿 1-::. おしヽて． 7 エン緩渚池 C‘ の対狐咀緑の比蒻貶 Iな． 汀，和

点， h I Ce なと‘‘の避毒 Ill ゲ‘Iレーアに属レ． $m, Eu,%« ど‘抽よされ易い曲絡とばっ
きり □jされる。＞の＞と匂‘ウ，甘、和 k這の原子通の社た£予測さ形る維泉 Iな
碍汎い‘った。和ば、絲緩渥巌中·埓 1i甘の逓冷心羨＜喬い収率で‘NA-Hjに
地盆さ汎る。そレて u~様知噂和／叫Hi (/)アてルがムと A〖る:::.と打＂で‘きる。和と
如）との EDTA, ?エン爾隻ク饂中で｀の瑚訟曲線 1ざ 1条 1委｀ー参どしており` ;;;.(J)ぷうな食i
オンの呑和 1-.:: あ｀いて、 u(lV) 打‘Tr(Vりよりも狛盆ざれ 1くくいと\,ヽク、姥稟と喝絆始（＜ー一

疫レて\,ヽ'@.ぷ°ーラ日ク、ラフA ーなどの報喉.)(. J:: ~と-0(VI) lま蒻相談キで‘也ヤまで‘遥岳ざ
礼百打｀‘， 7 エン疏ヤで‘l~ ザ冬で‘の淡し灯‘報老されていない．二の..::. t Ii,甘4-ヤ
情酸滋ぷ 1) tクエン疲痘の太ぶ遁元反応 I( 対レ身度であ忌二とに系舌叫といえ

る。 クェシ蔀滋、印TA 且令る渥汲中で‘池ー廿i

に地ぶされないで残った可ぶ｀．涅孔にクずし

裟 Iく禾半笑好秘忽£旦レているの 1i．百吋17)

クエン面碇． EDTA などのy墓ぶできて、\る;:.と

と示奇ものであうう。

料文献

(1). 紅直叫 G．知年，如哨•N~. 伽．頃，

企， IS- 3~1 s- 1. (,1 蒻）．

(2). J. Metl~, lbitl.,旦，う13~381 (1'lb'1). 
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ZA-7 水溶液中におけるポロニウムの吸着挙約

（静大．理） 舌沼英犬 寒）1| 強 波多ラエー八郎

（諸言） ポ゜口;:::.ウムの吸羞．晩羞現象 1こついては St飢設等 1こよってか＇う入斗虎秘
積々のコロイト万または東につ 1ヽて検討さ血て 1 ヽる。 こ東まで犬だ．物質は湿． TI 水）
中の放tけ瑣棧l1)、碍免と行な，てさたか川磨石中のうジ｀ウムの迅速定詈の一去として
木°ロニウ＾袖出と手が 1}、積々の朋題と検討しt::.。特に閉題と知紅託課穀在今回
はとリ.c. ,r た．す h わち沿ルの中か 9 ,t: o ＝ウムど取リ坐すため，炉叶解．その
他のに学操作と行なわなけ,It- Iがなうないか＇’,王の涜（こ宿＄の底 I.::. 対するポローウムの
咽羞が蔦し n 。そこで基硬的(::.臼食．ずゥ入．テフロン板と用いて 1、°口＝ウムの脱着．
吸羞 1こつい Z 枝討と行なった。

（史験） ホ°ロ ;:.,7 ム 1a-.2J•p. (R cc製）の研酸海夜を使用した。

!)晩羞虎験 白金 (IX I 溢）．ガ｀ラ入 (I.8xl.8直）．テフロバ． Iふ lS溢）板にあらかじめ
210 P.硝筍麟もーバ（叫）のも自然乾線したものと/ 60mL ずラ又けた 1よテ 7 ロ=-)
ーヒ‘｀ーカー内遺酸． 7、1 麻釦い·脱羞史釦した。；象痕のか〈 1まん lまマ 7" ネテ Iック
入りーラーによi) I（うはった。 この文応喝 l "lぁ‘＜時向を免えこ脱届の時向梵侶酸の
濃良 1こよ 3 脱羞昆皮のうかいt板討レt.:.。

がう又（加

ポ． C7 :;,.ウム E 入れ1 いの中に B 全．力‘｀ラス．テ 7 0 濃と凌す。

かくはしは国 1 0)ようにしi行なった。板と水涼夜中 1 こ 7 33/ 
の（：椋の塙 1.::.,|、Jほ穴とあ It 1 ガ‘う入の守ャC.°う ’l ー＆用い乙つる

した。 醜の忍足こ喝 1 時園t度えることによっ乙瑶羞屋の食ィC.
屯湖＼＂た。{ /l¥ ？粗咽着板のイ・叫匁と少なくするた¥) (:: I司ー板 1 1’^7-7 

国 1
lこつ"て虎琉とつつ‘‘けた。

像ば）

り脱羞 ®テフロン．か‘ウス板のホ°ロニウムの脱羞 Iこ 7'ヽ乙，眼，沿蒔 1悶を lo /jj困とし
1 碕醗＝［度と食した紅果が 1計 2 のようになった・
-ff‘うスfK i::. 7 いてiJ: I ，，。以この閑恥息戻て｀‘ft‘炸，ポ°ロ
::-ウム 1 i I 1 以 FIとりる。 一方 7 フロ:板.t: l1')，tヽ。日

ニウムはかうス板に転べ｀月知沿しにく、ヽ。
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~-®テ 7 a 滋らホ＂0 :::.松直疇.31,•謎’戟．凄一股＇tJO
7虞臼i'‘t脱羞峙 r~a 度‘ルに綿泉が国 3 である。 沿炉
濃絣応 Ii l 今印叫 li克た 1：：覗沿レてしまう。 広
3 ％硝酸て 1よ 2 9 旧くら、、まで 3嗽I凋灼沿，よ進紅；ふ。
｛の夜 1よ杞くわい。浪フ・1映四 30秒9翫急知 ゜
眈沿ずあ‘こるか＇‘/その後，よう％扇画；こ同様な脱ぷの直
みかにをす 3 。

• かラス板.t.の寸、•ロュウム 8 濃研醗． 3 f•店肖醐
t用 lヽ 1 月も着時閣£見‘えた、蒋畏力噴]'tであ 3.

テ 7 ロシか反と同様に脱ぷ I.t Ath して良妨であ 3 。
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2A-9 ア）レゴン気流沖におげる渭滋唐中極徴術疇の揖発

放医碑 Op可卸直子・河初史浪月

旦 謡危中柚微が'°P0 の化学的住侑た明らかにするため、揖給ぅ謬
性な心つい 7 L I くつかの食験た行な.,てぎた。項発 I：ついては、すてーに穀化仕
気相と L ・マ空気、和古性気芥目としてを素店と 1) あげ，雑々が羞度変化に対する季
hについて L らべた。いつ＂れもf簾発の様栢 1ま、 1司じような曲緑の形を示し，揖発
辛と揮発する遥度に多少呪主ぃがあることがわかった。今I回 1まネうも＇ほ気栢と L て
窄索よりよヽJ和も牲つまり全く化学的／こ和釘生てあるとざれているアルコ’'ンをと
りあヽf， これら(l) 1旬にと..t7)ような挙勧の直.1" E 示すか)3 L らべ｀てみた。
差 前1恥放射化学討諭会にみいて発表した方法と／まとんど・（司じて••ある
。すなわちミ 11 、T、°アフィ Iレタて・・サシ 70 ヽ）ングを行な，た良／ら清試料糾産当なたき
さに等分し，一方は棺準処理つまり加熱 l ないて洛肖醗 1 ：：より這弐灰化名行ない，
O. S- N .t輝酸性におい合麟 l：：イ寸羞tせる電気化学的屋オ抱法 l ：：：よヽ｝ユ0 po の分析E 行
なう。他方 l司一試料吟籾 l：：ついて，アルゴンガスをう丸しながら輝彗 I ：：おい
マ加栢 L たのち，汚存している迎po を積津知理の場合と（司一方宏て．．定奢 l た。点
蒼―汀．．知られた 10 p。量と比較することによリ芳存杖射能ttつまヽ1 揖’発率と慕出し
た。

洛狂隧言殺斗の加熟縫 l氏梵分解装燈にお 1↑がを知炉店イ吏南した。克っ・電気炉
心分に．該料といれたみ莫ポートセキ今入し I ib長秘~のふたとする，：たい'Z••ア I レ
ゴンガi. (純た 竹厨 °l0) き渚しす。試｀料中にかスが成しれているごとをた l かめ
紅迂洋湛度に:i'ていく。加栴 L てい~ I匂，常に試料中にガスが琉れている
ことg t.:: l カタ）る念味丸ガスの和＆ ＾キ非公口 I邊砂減骨計gと、1 フけた。加急
時 lれは、 1 サ，加配且lm 2.o o°C~ 900°C マ．．f砂°c l句f為と L た。加稔1灸る英だ一
ト上 I~ 9令｀った “°Po と塩酸i・とかし， X0r。の分ガT2 行な 9 た。 uof。り d線計浄J I史．

＂体茂出羞ヒ 1211 P.H.A．の絆合わせ 1 ：：よる d 緯スヘ° ? t-ロメータ 9こよ，t=-。
店果古•よt房察 ぅ削定姉泉の一令｝と叫•~ Iこ示す。 F嘲ぐ． 1 からも B月らかな
ように，ァルゴンがスを浚 L た場合にはとなだらかな匂繰の形店示し， 200° して”
心％， ~oo° C,.. 3砂，やO°C I こなるど‘が／e近く 1登発す~" soo~700 ーc 7:.. Iま 70•/o
からge0/o と子阜路幸，3 中るやかな増加とみ、 900°c, 9009C で．．はあ 2 、)変らない戎

野砂茄後と示している。こ 4桔泉と空気，＇を索の喝合と比較 L てみると、空
気窄長の喝合~. 2 町和暦綾オたの曲緑を示 l ているのに対し，アルコ．．シの 9易
合におtt紅屋諾り孫相I-丸明らかにそれi, P) 1!>線と,~具 Tょ？マいる。 この差が表
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Residual fraction 
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゜
100 200 300 400 500 600 700 800 9 00 

Temperature (ー C) 

Fig.1 ,,Vola ti lity of2-1'0 "."Po in airborne dusts 
.“ in argon gas 

われる原因の一つとして，ガスのな皇籟ヽこよ 3 浮庄唇fp2.10 foの反危·吐ll)逢ぃすなあ
ちがスの化学的沿塩度の企いが考えうれる。こ可原IEJの胡白化は．瑣器 Iこ I女 lます
要包その他店矛虜． L て穣訂されるへ．．ぎて••あろう。
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畠純慶ケ億マトリックスa 簿融解

す5 時0"C の拳勃
（疇）。野峙正。港出校甑
（＼ l濯邊子） l淑屯文濡＜山悟之。逗藤是行

（国約］諏約隻屈素平 12 陀応しppb 量存在す3使言の・マ和／ヽyり窪
愈詮缶輝•祠屁痣M匈甜郵這叩。そしこ．そ滋環碑
ぃz. mィ寮中が記応蜘じ況加渭駒．心喚術誨亥巴険訊·転．知(/\方
玄吐’I. 授釦店荘虚l遺m知知得ぅ畷e暉戸。なお．午1知
匹IZ加汲翌渇噌痩店．獨断イ緊虹｀｀ z. S".秤m, 表向が玄pplf1であ
各 Z と等PついZ研環I溝相し"/2.~) 
L布~J も石卜しーサ—とし乙用いた。 A・芦浄顎隠： 女の：：：っハ呑ま 1'4-
臼わ配和Tイ素 l2℃幻臼一l2 ド-7° 年。 の．数十ppm (J,加う業と病祇
解去l'2.とっ z ドーアし戸斤イ懇を叩固炉吋町｛直径 3心．辰／ぶ＂町）．理珂かr
クロトD>渇紅·胆射した (/3Me~v. ~呼•9 :zo,.,,,n.) 。 ’’B(pn)7と却忌I2占
っ 2"c を含むケイ告醗和囀S四が．之の条件Z•• 1ppM のホウ素合釦っ主．
ヱX ID冴ぷ(l) //C疇和麟珈ぽ庄戸在/2四。Z) -m舞If．疇尋I~

ぽ． 30Si(9n)秒幻詮庄じ｀たデ必痘ぃ放豹食：函嘩っが．挙む令蕊傘．を以分
成踵謳'iF-.1和とん匂含き在くな呑。 CZ). 下回た赤すよラ厄．金属匹ね扇し
Z叩訟03 碍我躇比．秦虹厄＂CD遠へI/加凍完吐ご，I疇遺迄塩
毛手字冷舒．捕硬した。 ユ小乏真坦中ち高眠窃融解し之いかTィ寮I魂預ミ
む．げイ案中/2 ド'-7°し匡 10今向産術Z" 縣十仇Q (7J 1区豆哺輝iさIJ,1. 5膚考
鰈a放痢北砂l芍麟沌愈の＂C迄含むケイ莞か嘴~sが 3 。

2A-10 
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(Cyclotron Room) 

Dry Ice い切 Dr i er

t HB: tt hLaho.)目Rad i a ti onDe t ec t or
Fig. 1 Device for Production of 11 CO2 and Preparation of 11 C-doped Si 1 icon 
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8. 煮睾解．放術紀老l更： ℃匡念主吋索の表鯰HF-HA/03 巧譴し．
赦畔胞しZ芯．惹解荘徊壽し戸。放射芦測定に)cf. =-ニチレー芦ジ計
蘊紅iu．炉冴織掘術琴岬江．づ、カトりーや舎己眼収 I肴ね囃エさ施
した。乞輝碍伍）cJ:.滓J2ケイ寮量12丙し之発令盪祀｝d)誡葉匂用いえ寿釦鴫2
伽co3門暁邸Dえ．発生した CO逗 Ba血区 LZ哨草し、その放射究と需配戸
多禿I定した最合もあ3 。
［尋J 翁果邑匿12..ます。也パ奪入/2..あい乙{/)去さ用 Uた苛lお’乙ぽ夜臣危
叫争う瓦院と妾l戸甜澤戸ある。しかし(1)e{Z) の方多/2.J=~差異はまぁミれな

俎預志 吃刀残池量 (0/o)

A-1 給OH 和餡擬索解． 100 

A-Z A-1 e Hc12, HM今炸応 H2.S04-て澱症． 100 

--Pl レカ 1) A-3 A-1 rz 石碇籾‘乙加乏．翠I~伶撻蜘． ::so~40 

水掃秀 A-4- A-2 111 鯰荻湿逗l崎誨螂． く5

啜解． A-s A-1 12 K/111104-e 加之苑沸（紘濤）唸．展配f 2.0~80 .. 
A-6 A-5" /Z H穏加え養弗｛豆油） く5

A-7 か2 ，乙幻M“°午ス／テ Kュ00仁室 Pll之意沸（玲廊） >?5 

B N40H-NaNO3本急喚念魚幻哨如碑 A と同じ

C MzO2 本考乗滉浄早忌び参妃速． A と同じ

畷膨慨喚 p HF-HN03 食痺 SO~40 

芳辮 E-1 HF-HNOa-K'L09:-寿降 之0~30

E-2 E-1 12 KMnO4 左加え痘弟｛訊湛]) く 3

アlゆリ性
F-1 N久DH 認解． SへざD

F-2 F-1 乏 H虚 XI守加SO午 Zう思痺 之0~30

翁解． Gー1 NaOH-M4N今騨餞 3o ～ぷO

9-2 合ー 1 芭 Hz. 504-す黍餌 <Z 

睾恨認得 H P柘 04-- 132..03 翫玄解． く 3

釦た。茄的薩材l'L菰 ITJ.. 11c.(/)令魯佳12. 1ぷ忠中の巨ーZ 去函 H圭色用い
杉は存ぶ存い。霞z涸澤‘tcm而0礎素l守濤.:tL}'¥ cl'.後浩で｀厄濤エれる。そ
2 乙＾．茄卸Cか祈l2虚0＝孝玉用い之噂危奔果．忌v赤タト限辱万疇杢比
眼ねこと 12.炉I. ケ1 乗中の我糧栄案如仔在杖癒l2朋す3知尼か食こ小 3 応す＂
であ3 。

（引用文献）

1) 下 No在ki 或al,／ J: E/ec.わrode川． SO•ノ直， 7夕66(1?70)

之）．下給za知‘-eta.I.I 邸l(¢Ae川． '>OC，ふ凡立苓邸て1'166)
3) 衰藤是行 5 日和澤会釦碑:(1灼I．チ．心衷）
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2A-11 中性手照射したA.QNからのぽ焼法による℃の放出こその椴構

原研 0畑饂太郎 皿方英治 天野恕

緒言 先に7Fl3回放仰ヒ営討論会において西：製造用A9岬ーゲヽ‘)卜の榔立し＼
鸞醐下に迎液法による傾N勺ーげヽ‘I I-かぅn元の分離条件および｀A外lの原
子炉照射に対する守定性勺どについて報告した。今国I1その練さこして燃逹法に
よって鴫琥馴から℃ガ嗽出さしl lる際頂此麟について考叡違扉。
疇く100 ナッシュ屑瞑AJN （麟合有量<100ppm) をJRR-2 原令如垂
直実験礼で照射した。その時の熱中性手束rt 1~3x1013m/cm2.sec ，照飢時向1112
日であった。照糾後 1泊I司クーリンワ‘‘した⑰ち実瞭を始わた。 AJlN額料を石英燃
慌管に入れ酸素気流中で1000℃前後1コ嗚し，放出さulT竺CO2を0.2 NNaOH l容
夜に楠集した。そして捕集液nー評をこり液体シン千レーションザ厄勺ーで’℃
0放射能を測定した。 A文N(T)憔逹率l1AlN誤粁紐燃慌前後れ重蔓差から求めた。
疇一定瀾要(J)t然痣薔に粉末状A1N,0．汀を入叶してからの置逹蒔向靡楼夕を横
軸にとリ，放出した‘℃の収率を緩軸にとって7，，口ットすると汁ー図のように直
鋤碍訓 lt：：：：。ただし1000℃以下でI~齢剖こ勺らな1J＼った。同じく燃｀即時暉n対
数を横軸にとリ， A瓜仇咆酔を礫馳にこった場合もアニ図のように直線訓乾う
れた。ただし 830゜c臥下では直線こならなかった。
建実瞭謡貝によルしば‘920℃以ヒで1まMN(J)燃詩季＼諒烈麟＼叩の対数にtt伊Iす
る一塁叩枷た。一縦に金属の楚膵反応におし）て酸化牒での金属イオンや雫子
暉痩り桐瓢好皆てかつ金渥召つオン『井猜阻茎度：よリ涌手のそWl 1J\`、,I ヽざい場合l屯欠
のよう奴蒋副1J\‘嵌立つ：） 2 ) 
炉a（ムがサ叫 g：祖赳莫の厚さ t:遷肢峙向 a) だ：定数

また恥ler 等3) はA..RN<rn布にと結晶的00℃以上の温戻で酸化し始めそ暉課
A如0団酸ft膜が生阪することを示した。こttl等のこと1J\ケ閂実畷課で得らU し
たAJ.N(J)酸化しごi粕する対数則ば造膜図酎こ訂応するものであることガ湘讀できる
。一方 '“C の放比撻牲に関してもl010℃以上で11対瓢91Jゞ記Kざルした。こル111こ
拿靭珪膜反応L何うかの形で蘭nっていること乏示している。
A.RNを中性手照的すると核反霞｀N （九f)℃によって凡~N中に生嵌した＇℃は約
11-0kev の運動工ネ l げ‘二で反跳したのち物理的に学的過程を経て最終的に！塙
研険鐙置あ恥l謬手点に卜うッフ臼国このような疇鯛AiNを霞讐
中10↑0℃駄□疇芍嗚した喝合り℃の蓉曾打l1本実瞭結果り＼う次のよっ l考
ぇぅ比全墓疇類によっ―℃~N表面に生応した仙0逍交化膜＼1A瓜より憲
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疲が大きいので，ち密な膜を恒） AJ. N こ酸素⑰画諾桁牒献を妨げる。そのためそ
»鳳後の酸ft反応ば酸化膜における竜手やイオン釘杓動り＼‘律逹f好昔こなリ酸的忠
度l"J膜の灰長こ共に涵少していく。一方A.QN内にトラッフ。さl\- lていた ''+c l1溢展
が上昇するこ央に狐散速度が増0する。N.N表面に達した 11/-cl耗酸化報膜内を衿
動したのち酸累口反応してCOあ如l °"JC02 にかも放出さ~lる。この喝合MN内
の拡背灼茫度に）鰤t-rro摸での格動の方1J\‘褪くて1霞になリ見かけ上圧C の放忠魁
程ll這膜即応に支祠tさ川て，その結早安暇制にしたりゞうことに存る。ただし淘夏
打＼、1000も以下に存るこ AJN内で初拡散速度が｀滋少して律速とか）対数則が朕立し
なくなる。酸に袈膜1Jゞまだ出来てい存い利期反応においてし1MN 表面近くに存在
はるいば疇靭ら拡散して来た℃が酸口魏息汲町｀うWlずに酸改応を起す
ため効季良く℃が放広さ叶しるはずである。事実AJ.Nの燦困鰈芝所定淘要まで
ゆるやかに上げていくこ籾ダ）から脊淀湿渡の所に入U- lた場合ぶ）も四e (J)収率
加訓］するという実瞭結果力滸尋らルしている。こ甘しば謡t舘賊が生痰する訥の莉賄
図屈の皓闘靖すためA1N表OOにある＇℃と酸素の直荏反爵のヤンが噌加するた
め已甜加る。以上の考察1J\う℃釘放訳過程が‘I'I-C の板淑c.AJ.Nの造膜局応と
に袋存するこいう考之1諄専晦果こ舟酋しTこいことガW)か叶：：。

1. 1180ーc 2.1090゜c 3. 1000ーc 4-. trzo•c t. l 30ー C 6.'7s-oｷc 

100 I- /'  100 

^ 2 ベ゚‘—·‘ .—` 
冬．
、ーノ

罹 50
怪
I 

が
”6 

10 100 ,o 100 

蒔向t (-mihし） B寺南t（-ml,n,)

斉 1 I図＇4-C.叫足率の経蒔愛イに ~2l図 A9N-、ぼ湘t率の経a寺受ィt:.

竺
1. Eひans, Nature 立しワ32 (1 疇）
2. 笛木 工業化学雑誌旦、 (5) 688-勺Z.(1960) 
3. K.M.Tay属 C.Lente J. ~Lectrochem.Soc., 止とL ('I-) 308-/牛(/160)
4. RD.Fんnn, H.J. Ache J.Pny.s.Chem., :n_」 l11) 3128-33 (I?69) 
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3A-l 
金属l＼ライドの加研］マトりラフィー（悧履報）

ラジオがスワロマトク'‘ラフによる
同位休交換反応の利f吃
（東大理・畔） 0慈出跨甑・希簾信房

（諾言］環若 5 は．俊煮．けイ素．tr'Iレマ＝ウム．ススや． I）ン，ヒ素の各元素
雌翻吻．婁ft吻．灰ぴ｀切れ刃環命物い奴クロコトゲラフィーにおける挙釦
温臼麟、いほ稟他吻同危紅翫琉離．奥なっ戸祀疇di I ＼口 rr1:-.蜃梗反廊等坦苛

乾し之来た。序報で1ざ．トレーサーとしが~Brz·、ラベ‘lレしだ As町Br3圭用い
PBr3 や命Br4 ，年心nBr←n等口雌恥 Br l'J C麟作）突痴藍カラム内rz.
布rt該芍懃更施．反ぴ伽ぃ Mix砿 Ho..f,'dedl かラム内z冽挙動/Z フ1,/\ Z 報告する。
［便、瞭方去］ラジ‘オ甘‘スクロ之トク｀1ラフ装罹： 力＂スつロコドTラつ C 年）応．
l9ロゲンに対する酎粛紐1庄があ 1/．ィヒ序的口も不茫な裔がラス末晒か口宏る
キ社匿詈ど、台念7¢ヲメニり麟麟検葬（TCD) 四礁乏．確カラム 1さ
暉缶血．長12m の /l"'-1レックス唯．カラム固疇に応Kel-FW心芭テフロニ担
倅CChro血psorb わ．又 l芥ニラ亨さしたけイソウ土担作CChゅ血SOん w·Iz5~10
％コー戸ングし Z使用した。カラム遷痩は 100°c...キャリヤーカ＂ス/Z.,a:-たし千ュラー
己ーフ沼Az·乾隙した粛純痩へ’l 況ム乞個令立）叫2 配祀釦哨野目した。激射稗周位
伸検器 (RID) I這．年で介饂された言寝手が約 1幻乞に加感．偲温された
Tフロンコイ lレ（内径位閾長乏蕊叫）中互選逗ね隙のが翁邑 3”心＇｀位エ
シ=-千レー三ン検弐蛉 I己につで理氣的l立現り定し．しコタL 反ぴ｀デねジ'9(しアリニ
ター l2よフ之疇した。なお．試料の各7ラク戸ンは RID 準謳後． I四要I2危
じ‘z KOH紛未和義かラム l迂迂捕集し．叙卵旋立環l廻レ桓．試料贔周襲
畔したーラ勺レ付准戎ヌ勅 As8.2.Bra,~．知栄術末と思弓炉啜．約し互 Brz e か5
菫華反titf_Z. J=-つ乙危釈し．逹啜迂冦こ単難した。放銅記約 1祖も4口/2も読
粋をあ吝乙と之．ラづ方がスクロコトワ＇｀ラフ没び lflしス茉言命疇吐IJ碕慮·レた。
［結果紐房瞭） ①． PBrs;-As呵Br3 ：両輿AE物か壱瘍 1四戎砂公後．Q
12冠戸と． TCD と畔‘租似"'RID クロ之トゲラ6. CF~.1-A) か囀邸．
呻r謹Brs. AsBr3: +(A)  (B) 1 -- | (C) 

詈二二三
-48-



心.,1lf特疇訓 1 工＜打ラム応主行遠虔n 大乏\.II PBl'3さ主入し．分離かラ
ムの中 z·直滋応，訂証ぅ':".肉.1-B 12..見 s いふ戸 12.呵3r が PBr-3. A.sBr” 
両奥iヒ物に分布レ． カラム内厄おける極ぁ z 短ぃ痔愈府階lのう-s /2毛 Br /l)屈位
倅史喚反応雌已空 Z心 z~ 苗帝し乙いる。更口知Br3 と PBr3 さ逹：入巧計居l
勝口心逗豆 F~.1-e に見迂4 印よう 12 Asa-2Br3 11!しz 芳入したにもかかわ
S ず放痢言恥灼吟が PBr5 フラクニこ―/2見広ユれた。 之山［さ辰澳ィ四勿がカラム
が朽可云かり疇つ乙希薄な＃濱釦，互い12 褥跨l するよう /Z丼醗する戸ど） I2.B
が交痔反廂疇心釦卑IT れ I岱．印恥中oi By,1::. PBr3 中の Br胚登衆立．
紅毎果．や巨r が P臣3 に呼っ臣ものと思われる。こ幻現象ば前報り Z｀報告した

慮1Jラム向疇いで As-Br3 さ As Cfl3 z-迫ぃ畝‘"知． AsBr3 XIさ Aぷ必の
一方＾ As釘怜る乙弓べ‘lしし乙おくと．と‘S S の場合も大部かo ヮhs は乙いに相
千t1l I ＼ライド,,裕'J. Asa 同位れ涙撲速度．即5/1 ロゲ＇二交喚疇の醗l逃
いこと左示し戸疇山同囃/2 雨釈される。
③.缶4+As町3心： ＆ecJ24-と AsBrュさ衰金百忌と一部al ＼ロゲ1二互交換し
z 侮の Mix叫 Ha./,ae.友生じ‘q-c, {'2..~,,令噸佳されるか． Asのハライドぽカラム内
にお｀＇口｝＼口 T｀こが交喉速痩疇いため Mi)(叫 HaI 汰e k.しZI耳現小平． As必と
AsBぼの

ごーク，，み

が現れた

(F~.2-A)。
呵rさ卜し

ーサーとして

比放射詑
か5も

> E 

゜Q I-
符

-゚
a:: l 

GeCl4 + As82Br3 

aし入（Al
j d 

g (A') 

応」
゜

5 10 mm 

GeCl4 +GeBr4 + As 62Br3 

I 。直(Bl

(B') 
C 

• 
瓜g
以

゜
5 10 min 

Ge Ck, + Ge8r4 + As 82Br3 <•> 

上冨C) al. GeCl4 

bl. GeCl3Br 

c). GeCl2Br2 

d). Ge Cl Br3 

(C') e). Ge Br4 

e g fl. As Cl3 

l “ g). As Br3 ゜
5 10 min 

翠3"'Br, Fig.2 Gas Chromatograms(TCD) and Radio Gas Chromatograms(RID) of the Mixtures of 
凶昴r.2, Germanium Tetrachloride, Germanium Tetra bromide, and Arsenic Tribromide (82Br). 

琴＊B紅｀ある：：いか、確認□ 叩た (F「3.z-A') 。 ⑤年Cfl.午＋年恥＋岸’ュBrュ：
的心年Bv丑魂玲ねと年麟r, ~畔Br:2, c叫恥芭生じ＼年I＝よつ乙令噴珪江れぞ）
やかIA炉Br3A 怜心零蕊痰/2 炉 z. Breが訪這フすべ‘之の Iヽライド窃
ラいしエいた (Fiか2-B'J. ~こ3 tJ'~ 2.の分鯉カラムに Poi I ＼ライドと嗚し厄後，（＊）Iむ

合e.紅騎物が渾＆行なっ辱． Mix叫出li4em ピーつは考え全迄位 GeB4(/Jt:'-つ
百けが現れ缶｝・2.-c). 8:2-B西年Brぃ巳 ASBr3 のご—つ幻し之の否現れた(F,a,z-c!).

紐Iさ．カラムがl ＼ロゲ‘こ媛面危12.対しこ茅党北：コ1¥\. I ＼口や二交定反詑宰痩か”大芝＜
な乍豆．年ぃ Mixed 版l,de も(A-sdl潟合と同痰12..)カラQ内芭圭行中12 /lライド
眉註衡切影四め．塩4に切り懃虹物た勁ヒし芦もが逗叩但fL______ _ 
1).~紐・斎巖，崎碗訊鯰菊疇（m1. 10．東辰）． 2) 桓哉・裔施，日革似玲筍芍年会(m1.f木叛）
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3A-2 1\n ゲ／ペ・／ダア、／ミ｀／ Iレデニウム（皿）錯体〇
__ }\/Jゲ｀／配位子の同位体交梗反応

熊大ニr:. 0篠原哲夫 四宮抑評 大告~祁

I¥ lJ『 I へ0 -/ fァ、／ミ｀／ lレデニウム(1/I)錯体ド町する枝化李的妍完‘//)一環とし
r.'/¥ tiヶ＂・バ記位子の同位 1本支挽逹度を測足 L, i各i夜の水素イオン濃度， ハ P ゲ
ソイオソ濃度，イオパ疇およが温度効果なt·· 1: ついてハ研究を行った。
史験：錯1本の合成 1-i Allen らの方法＇）仁よ'}, 3 塩化 lレテニウムがら合成 l た。

錆（本の分折紆果を表1.t•一ず、す。 表 1 錯体の分チ殷尤｛系，1tと元秦分析植

錯 体
6 M ーI··em一l N % ku % 3) 

判定信 文献値2) i殿他計阜位 削紅依 廿蒻 削植{itf鶉

[ Ru. (N伯）sC[ J Cl2. ／．粋 XIO3 I. 31 x /03 
-H -70 

23,'TS 23. f3 ｣of よ／2

［知 (N柏）sBr] Br.2. /. 8'/ X /03 /.『 2 x /03 —.3) 

[ Ru, (NH山 I ] I2. 2,0S X IO3 2./0 x /0 3 l2. ぶ |2, Jf
エ％

/1.f J" I競3t6.?7 ネ 6'l/f

キ炊付化分折法/:よる。

トートルエ‘／ズ lレプオ｀／蔽 ハ日ケ＂ン化ナf 1/ ウム古よが錯体ヵヽうなる反応落i夜
t Il麟 I: L たりち、奴肘性ハIJケ＂ンイオソi各液を加えて反応·t附祐 l ，通ぎな9手
町釦器i夜 0 ー足量を採阪した。 1 /J U および｀プ｀・りモ錯体If)反応では，株瓦＇夜
t氷冷した碓蔽船鯰/:加えて、ハ U ゲン化銀として洗阪fせ，.ti芽i夜＃ t/)雌イ
オソ 1：令 1 れる放討ftを測定して反応年を決定した。 ヨード哨縛幻易令は，研咸
令艮による錯ィ本の分i和認められたので，怜イオンむ紐l『（アン／1●●ーライf If<.4-B) 
と 1辰羞i tのり、 仁餐液オの特俸 0 放討能を削足した。道離!IJ I\ りゲンイオンの
捕屎卑t l て、比―: /00 炒， Br―: fg,9 %, I —; qf.5 % が符ぅれたので反応逗度
o 算足の際 I= 捕｀正しt値を用いた。
放討1生トレーサーと l t ,'‘C L, f2Br, /3/I を用い， 36cl ill戸£泉 lす仕． M. カウンターて．、9

/1'2/3r, 131I の↑線 l太りI. Iレ呈 NaI (TL) -シンチレーシヨンカウンダー c,:判足した．
結果：反応 It半故難の r~/0 倍If) 8瑣J：わたって行い， Mck-ay封，（1）、（2) I: よ
って反応速度も算足 L た。

f.n (I —え）＝憂I< t (I) 
k ：：゜． 693 a..b 

::: ＞て， a. Ii令昔体のi農度， .b I士／ 1 ロゲン (a+b) T佐 (2) 

イオンi農度を示す。支検速度 RIサ肯倅(/)j農度（：関 L て一次，／1 /]ゲンイオン滋度
/-:.閑 l て零次（因 1) r" わる｀ことが利フた。従？て、オf涅段偕 l：：：も·ぃt'/\ fJケ＂
ン両t位子の純令好成が含まれないことが｀阜＇l., た。
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R ＝た［伍糾e.x ] (3), k = 0. Gr 3 I:, / (a. +,6) • T.ｽ. (#) 

(#)弐から差歿定紋たを求｀め，イオン格度/-:.対してJ° D''.ノI- l た結f (屈． 2) から
茎度足叛仁およぼすイオンf名度lfJ勃果~は認、められないので，秤遠段f肯において lす
億荷吃の化界稚が舟ほしているごとが揺足ざれた． なお水音，イオン＇濃度 Iこついて
速/-:.およぽす効果は認められながった。

加he 孔iu.s 7 ゜ 0..I l （閏 3) かうf子ぅれだシ舌，J生化ェt Iレヤーを次 lこ示す。

クIJ [J鉗倅： z I 1<,叫／祝ol, 7" tJを含音体： 23 Kcal ／加ol, ヲード錯体： 30k叫／加
約応り錯4和直田冷糾速度4)t疇した結果，加）l汲紆速度足数ょリ 1 ややJヽ

ざな礁を示すことが·刊..,たが‘，うも牲化エネルギー/:ついては， ヨード錯｛本ヵ瘍令
を除を， ll とんじ同一の値であることが’和1 った。

以上(/}事庚かぅ 9 交梗£『じはァ 1 {じ瓦応
疇行し，こ水が律速 Iつむる。次いて｀‘伯 0
t. I＼りゲン・イオ｀／との連ぃ支梗が起ると考

えられる。

知（鴎）夕X2十十昭0 →知（鴫0H2.3+ + x―（夕）．
訟 (N出）sO~十十矛X―→知（間）/x2.十＋伯0 (6) 
這呈度 lまクtltJ, 7" 旺錯体幻勾/2-は大をな‘
羞 lオなく， ヨード錯体ではかね’'/ II、すし＇。 巌 1↓
移合が弱ぃと芳えぅれるヨード錯体の足度
が｀，J、j ":.とがら， 反応（りはこ（l、'1n）杓樟
t)丸考えられない。

文献：I)． AD.Allfn, F.Bo応 ley, J. A...... C/iem. ioc., 翌，f郎（初）．

2). J.A.5わ；虹 H. 恥he, I”呵・ ¢he爪．，l., 2n I (/[?). 

、
”
》

—ー今ぷ

h
 

.i
‘H 

s ミ

ベ

Cl(2 

尋 薔
亀i 亀i

で
o d(悦
A 恥(90う

o l (900) 

0.04 o.o 3 tx-J 
回． I ． Rv s.( l(‘) 

• ‘‘ • • 

＇｀；・午 I
o a (90') 
LJ Ut- (q o゜）

0 1 (仰゜）

Nミ

う | 二1 a 豊ゞ 2 
゜

• ー曇

-1-2 

-1. b 

魯 U!

A B ト

0 1 

ゞ
3 
-2.0 

0.1 0.2 o.3 

国．2. 危 VS. _M, 
0-4 メ

2.'1 2. j..  2.'l 3 
回．3. Ar1--he'ltiL<5 ·.7 •D ．ット炉/0

3). t r2ma叫0, A.PJ,f'ski, u”f“J, l,、she d-- Wt>rk. 1-J. :r. A. /3roo叫ea.ti, I加7• Chem., 11 2ダ／q { 13). 
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3A-3 7}(囃戎作が1 る 3 りAじ吻t遥吋食扇U釦反ぷじ｀

東玖欠•謬 池0ゑ多 0高橋泰チ

ニ！釦 lよ 1 どにつ 3‘直叫紅紅囀しち駆，叫ft心
私岬1:;..＇丘遺叩り知彩態別精玖 I2 つい 1級釦ぷI)

八）＋ I，，匹）＝ゴJ.＿（呼.)＋亡（四 (1)

ンのクぅ知籟滸炉逸各量のi叫し己，所 1 l墳綱尋レ1,' ....免身の 11 釘拿む
曲恥羨釈紐直）＂＂，知免喰街追vりり叫滋象層 d灼9如
癌Iいうパベ2 iり'~-ぶり叉射罷q知，他ガ rH4 八叫れ輝叩
シ't (', fり，fーパり乃象の私射熊以め各二と (1 碁‘’`'? (9 る．
ンI)さい，foiパ豹パ叫埠つり象がrすわり漬知（-J:,如 4 （い叫
鯰（4l"”心滋しtいる rこ咋， rH 4 l惰•し戸曲比衆各層遣埠
l~, lo+ ク｀｀肴ヶレt lI 3 ク‘i‘｀うク‘未和心‘'ある。

”4, ttが”｀｀レ潔縁毘2ふ•(I t(t, 1/t刃‘りむ叩．

IOi + 2I —+ H炉ー→ 10; + 12 + 2,oH- (2) 

ぽ易 l~ 1,• "研， 99II 11餌vし I*-t卜 v ，ゲーしし1, I ,i'.:. jも h 和杞·糾飼
V 、珈—t t'いるい（fわり（釦 4 申瑾這“灼印 Iシ小 I 1,しりべ｀危
立阜 10i t 1-4 も 9レrL 乞 1 : 1 （印4' 逼糾）， 1 :'Z（各易），
~(1―過糾） 4 訊令 l，，吃れ丸｀れ紐看む｀象和＂紐•5も，反紀終1 復，知f二 Iんし心澤告、直釦 1 ，しふ辺が叩（A）と
袖伐げしf,;らの "(W) 釦閏生りも 船 l叶月ぃt fつ刃祁d急い
狂荘 Ao, W。砂，俎ふ，，＂命約““｀吐ぷい。

紐＝J•も (3)
‘‘2 ，却z） l4 が I 'l., I 印¢ t 1― ”Iり（項li磁幻釦えたが“”し↑i1-1-r; 
益比(? I I I l :i I ·,,• 4- い、‘‘れり肴令｛仁ぁ• I' 1.も 8;::. l ン＂
l打｀“） 9 、カレ這1i-応 9噴かい叫｀‘6 ン I ~なるし1 9" t`’ある．
這りH o、9 ～ヽヽ4 4碩1,●●行い， 8 びがめ 1, i即位（紅挽 “d'の盾焦£

レう＾●｀fと o
m這和伽0 咋MO3 (0,(U ~(N) 令わ屯t •—, Kl` 末（O•(~o.”汝）
l O,J,, { ~l~ KI 0が各丸(O•I tV 0• t→y必） t入れサ紅J名必＇，飼成:~紅必
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ね44 \1JJゆ嗜糸 I-;:. i砂釦レ，い 54 い虹砂仔秒沙研づ｀齊し
1 叫知授告倉＂叫憚 A tわy., I 1j.技リが9釦滋．含月iW今尤九度多↑ l-;. が1,
幻杖レfシir q急を w t~め化。
旦 1喜うれ玲碍ーレ名 l iク示す．

ゑ1 S 1差

混合比 (I- y。4-)
祖 ~ 

I : I ',1 2 l ̀、 4

。`8 1, 05 I, oo 

I ・ 2 1. 02 l.02 l,02 
ー・

1,.;z. o、 91 I. o I I, o I 

3.0 0,• • o.~1 o. f1 
5.o ,. 00 o,1i 9 、 00

6.0 1.00 

b. 4 1.00 

”長ぶ元され 3 ¥う（2 S If lす 9.. l いなり， 出t鯰•(1

”f + IOi-ら* +IO, —+ZOH — 

“り 1惰いし、 Iシ＂ 9 ウ令唐げ I-O｀うt,幻；のかり令欣 }I”゜49｀りわ
::..'t, S.·1-ぶ‘104ーと r, 'J,0、 e Iし＂内叫月｛峨文棟“”わ｀｀：：：tが｀
子されfら

1). tJ. I (fM, Y. T.狂A lfPi Stf l, K,fAMA"-A ~ I(.にIMU訊 UPIOI50TOfE6 以， No7, 3う6 （ヤI)
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ヘキすアンミンコバルト（直）カチオンにJるアクチ）イド錯体

3A-4 OJ光殿：
涸石酸鈴1本のシ兒般

原研 上野馨 o星·三f男

アクチ）イド／ ランクノイドりうらの飲種．のも 9 ／こついて，そのシ釦酸鈴外と
ヘキ 1 ァンミ｀ンコバルト（瓦）羞（ルーテオ極）によって作Jよ 3 れる化令勿ど関べ｀

た。

(J) W知トリウム，アルトニウム化合物

ルーテオ極壕度，：西 6 痰潔度，象応 r り低―")関記して）光澱せず 1 こ燐度中
に残｀るアルトニウム，卜りウムq暑 8 追躇し，｛し合物と得るための条件と関ヘ・た
。)-)ウム，アルトニウムども丈外周じような行動どとるし、どがわかった．f直

もt17)り．稜にあ｀いて 1 ま 1 餅 4 け近で極小位 8 ，示りとども（~ fHJけ近で (1極丈低と
示り曲猿になった。 rH 3.5 以 T で. I 埠令物(;J.伶られながった。fH 5 以下っ雑戒‘と

pH5)1 上蛉領域で 1-i生成｀す 3 ｛じな物が晃 3 綽果であ 3 と方えられ~. pH4 付近で•
得らかた｛じ含物{.1［ん（加）6 Jぇ［TK （血ぶ）2 ］ 3 nH20 であ 3 こと 8 ホした。；⑬石酸ィ
オンと屁酸イオンおよび・チ 1 シアン酸イオンの英荏下にあ’いてもJ祗酸イオンあ
う、、 1! ナ I シアン戚イ万ンがトリウムに即位で、f fｷ /全く鯰酸イオンのみぅ場

合t周じ｀化合物が得られたことから/ 1も合約 r,~ お；いて l i J、西石酸ィオン l1 直
認□ として作用し／ トリウムは六配位鈴惰こと形戒｀して,, 3 ものと 1昆走した。フ゜

ルトニりム 1しな物も卜？ウムっ場合t令（月じ｀廊｛立杖：．應•どとって、、 3 こと（d-.そ

逗成‘，光殿行§1J 9 籍似f't. pヽう結綸で 3 る．pH 5 以上っ錢成·つも"l I丸(;J--,、1')

した紐成｀のもっ e 3 fe・・とらえてい右い．
―®可｛西りウラン｛b 合物
この場合（こ（I ノ漆応pH イ直が‘7 以下で（ょ殆んと•` {b合物（な得られな 1、.pH8.5

灯迎で得らかた 1も合籾 /11 [C.(NHJ)6 J~ [VO必払況）.2,] 3 'l1.出 0 ")紐成である．

·®亙価クうンクン，ネオジムっ化．合物
ランfンぅ邊冷 I丸『価り元索／可偲)"元素q史駿で行って、3/--;. o.I) 8M 述妬酸
Me ~a. 4x to~8M. o,;:農度で 1 丸ランクン一ぅ酉石酸の鈴係·；象夜 11, pH 8 J.'). J:.になって
虹｀めて升ゥ成、1 れ，それととも（＜／しーテオ複との 4し合物も得られた。pH 8. 5 灯迎
疇 r叶し合い、熟令fりや綽果かう［&;(N加］ ［以は辺）山訊ぇ0 叶訊‘であ
ることが‘わがった．一方， ネオジム I J. pH 51虚、力‘ぅ麟酸卸疇；夜が得られると
ともに 1レーテオ福と?{註物も得られた．pH 直の関数t l 噂らいた上；登夜中
遺｀ったネオジムっ骨と表ゎす曲線1;!: 砂 7 ば近に極大直も．示した。 W徊＂元素
ら）も含と同禄に転火f直を示す砂 7 f1迩，と境にして棗る，1し合物が得•うれることとf、
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してい 3 ものと考えらかる． 戸付近で得た化合物 li, ［し (N軌］［瓜（広以）凸

研辺であることが・わがったが’，砂 1 ↓'J....t.て、生成り 3 もり（；っいて It,雄がな
紐成がわがつていない。

以上") :::,とがら，加酸鋒1本t}しーテ I 極 l こよって作＇）広、fれる 40合物で1 名、
灯 1 3 麟鼠洛束，P.Hによって、その湧石酸ィオン 9 配位する杵すが｀影響、fれ
るが、そ A 心 l ：：乎，0・金属原 3 の電荷数が｀よリ欠 3 なも味ともっことがわがった
・即ち， トリウム，フりしトニウム (W) で 1 J砂 4 付近ですでに，過石酸·fオン l1
（加）3- tして三度秒も 1立 3 tして作月してし、 3 つに反して，町恥全馬で•l丸そ
のような択耗．りもの 1本／ ；紅醸溶和p叫と今げ｀て｛現圧まで，偉られていんい．
®')ンゴ酸，つハ？酸，マロン酸鋒件

憑石酸t同じく、他の有機二羞基酸， リンゴ酸，マ P ン醸，つハク醜 l：っいて
も／砂変化，壌度変 {b苓の史駿屯行った。しかし，＇）ンゴ酉度とウぅン（vr) の冷合

lてのみ， p肛嘘こでルーテオ塩とのイじ合物と麻専，こ伶たに過,jながった。フ°ルト
ニウム（可） 3叫 Pu /3．紅£を含む，これら浴種哨樟；、二少盈甚諷 0.2 M1  pH 4./~4-.2 
が条夜り吸収スヘ°クト Iしt痢生した．そっ結果ノ幻刀処µ I /0幼竺ノ4 fす迫三ぅ吸光
及の人、1 313 (Dシュウ酸 禽翻酸③リンコ'·醸，④マロン醸であった．コハ
ク秒麦の希合に l1, 7°ルトニウムのが沐分解『物が’生成し，錯、：各衆」碍られながった
。；鯰酸，それに］ンっ.、成")場合に 1まウぅン（可）叩みである力｀．，＇）レーテオ啜と ")1b
合物が前述直＇）得ぅ小たこと（~,錯形成‘杞J 9 鋒形成餞ヵ＇いしれらの和合物を 9這
応違殿として）崩岸に得 3 「こふ（こぱ，井希尺文、9 fょ段．虐＇）とになつて 1 ヽ 3 こと
がJ.) 1J‘る。
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3A-5 
コバルト・()(-＝日m／一度ナ7ドル埠への滋文身寸惇枝酋の
茫充脊動区にルテニ仇ムの化労積渭1 畢につべ

（ぅ謬賃）。項がJべ矢 今ず靖｝ 仔和浅

薩 ()(-ニトロゾ73 ーナ 7 1--ー）レは 古くがらコバルトのう児殿訊＇等として知
られ鉄鋼杓あが v1 I譲げ炉材料和微量コバ｀）レい追董昧に使用 5 れてきた。
｝た こ 0 試藻がコバ）し卜と特墓的に反応苅ゐ｀ほ賢は海水中の放射惇コバ‘)レ

ト (60Co) 0 鐸該量法として利困されて v1 ゐ。I)
コバ Iレトの0(-二/-ロ ‘I プ3ーナフトール塩立饂住苓表．主ヒして、塩蒻記彰夜中で＇
紐‘5ぜf乙ときのバ系的な該分裂紐｀物よf{)蒻導放射f填籍幻環冷紅：：つい
て． さきに報告2,)したが．茶訂験で l ょ＾ t f. I2．波射性）レテニウム名名V'1 ：：して，
引き統パ輝狂汀釘紅會わた。
）レテニウムが'.::::- }--ロ、1 1 フトー｝レと舘釦訊すゐ：ヒに関して 1$ いくつかq

祁告があり吸光幻紅 l::. 式わ）レテシウムの定董もお 2 万われていゐ。 3), ¥-J,夕）
また近年．訟(III.)およ u•• 位NO (.11L)ヒ囀饂賃疇違についてるしら

べられ1. viゐ．、）、ケ）

臼験では ）レチニウム温化物 として 枯燃料再処理簾凍守の重要版分であ
知戸砂レルテ::::-クムのニトラI- 4じ合物、ニ1-ロ化合物f江＂ 1 ：：ついて． 吃れ屹’’
れのコバ）叶・凶ニ/-ロ｀ノ-flーナフ)-ー)レ｝羞へqそう応挙むをしらべた。同時に位
り重要 Ti‘核徒 幻~,心Ce, /37¢5 、心，巧Fe,‘°& lこフいて 1 検討と加えた。
隼 文献にし r::. 1Jゞい合的し r勾コ羞IJJ扱灼射性）レテニウム (I()6&) を沸加した
訊舜来夕0 叫¢にコバ Iレト推4和茶ぅ夜 o.r磁（夕→り叩2) を加え． これに・ ()(-二 r
ロソー炉ナフトー）レのア）レコー）レ痛宋またば酢融弗求 /0 '11-1£((¾) f如えて
コバ｀ IV ト・的叶砂彼プフ1-- -IV塩心尼殿を生賎さ屯ゐ。茨殿を研曲ぁゐ叫'
恥繹いf2 0)ウラ嘉和f/7)旅射耗這IJ兒し /Ob厄t7J来逝：年 5 もしのた。また．茨
展紅 7 r::i-ロポルム Tいと•9 の咽康恭媒で＇痛餌しf-:.とさの挙勅 I:::. ついてもしらべた。
絃長 コバ｀ル十立~ 0(ベニ戸ヽlプ3ープフトー）レ吐如ま微ァ lレガリ性がら函注の広ぃ

pH 冷観ふで・足量的 1魂殿t立す＇みので＇．共充緊験 Ii pH 8 以下の酢麟酢戯ナト
リウ違ぅ如お‘.r ()" 2N以下の塩臨洛来守で、よ｀こなった。
ルテニウんの共光学叡 I訂ば積こ式って大きな尻累があることがみとめられた。
たとえば pH 7 において． 紅翡吼濯 I本堅温g,、 I ;fゞ足量的 I：：共洸：すゐのに対し
Rf.LNO-ニャラ日認濯 lよ騎位芦 そして Ru. NO- ニf-叫じ合物 l ；； （否とん e嗅·
洸し rJ v\。

106/<M、さ添叫麦茨光急丘；；、こなうまで＇の時間が長くなると．厄—址L4t窃
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知NO- j盈1L糊、©“°ーニ1--ラト化合物はいずれも知疇疇少す紅恥ゞ‘
みられ｀紅埠it吻,:.い影培が｀知しい。距間絡過l:. よゐ 2 o樟 Ti現象 Iチ．水
綺渇噸り、これら遺稽豆紐直象しば迷17/{唄町••ある。訟NO- ;:::.. I-P 
化令物遠令/';../ま 2 の様rば現象 IIみとありれ1かI 。
燐配翫蔚 l ：：お l↑ぼ疇輩J:. J:_迦のいずれ叫輝豆髯影い培丈,-:.し
伍vヽ杞詞 lむ咸少ーすゐ。
i fこ、加羞することにぶり．- v\す‘＇れq化浮釦釦虻ときJ 2 ＜らべ某叱年 1渭

犬する。
/Ob訟以外 a i忍り揺＇：四 7 I：：おいて． 豆， llf'I-Ce, to Co, げFe I オ， v i
和豆 l令ゞ足暑的 1：：共叱するが｀、｝鑓観知夜や‘~,な． 60 Co tのせ＂く他技特」．I _ 

獅瘍該q湘大にしたが‘v茨ぅ応弄 l む咸＇少する。 137cs / 90ふ，,1:いず＇わり齊表平
から 1 妥恋しない。•·..
vI ？わん生討し「~ J /ミルト紬qシ化船ばかなりq強飯怯済未で訪峯解し汀 viが｀．
クロロか Iレムなピ｀の哨檄翫和可舜であみので．適ジ宙出ぁ~ "'11 翁堪況植咋f丘＇’
l2 』|. I,0Co と 1訊棟げ濯することが可能で•ある。 しがレ心＆ l.::. 蘭して
I;): i 0 学危p這知惰‘要であみ。すびわち、 ）レ了シウムの 4し摩袴による屡fむ
吋加．ルテシウムのが—:;::. J-ロ ‘I7ターナ 7 トー 1冷和釦主成む接度が刊Iナし
てい bものーと芳えられゐ． 心(]JI）イオン 1り比レ＆ No(JJL)イオンが＇r/.-==-1-
P‘1 況ーナ 7 戸 lレ着釦訊‘い：：くい 2 と Iまま匹れており·.3 fこ｀―~('IlL)
バび函庄錯崖璃‘t抑ーえて戌菰ぎt減少さ立々ーんのと秀とられら
しf2Pゞ｀って 4し摩籍ャ＼＇’斤晴 Iぷとき． あみぃJもりくつーャヽ吸丘し1_11'~-~き 11._

柑厨知辺りな砂＜同一］Jじ営稽l：：する＿こりが咬要である。
ーーゴさ‘)ゾI-}瑾暑．囁復求養．―埓閏奢如が‘‘のおよ［やす影県］ーし砂．潤砥
房釘紅お 2 f；ぅ湯釘嘉和“- f屯あつのた．

文甑
l) r キ寺舟徴透椎堀枝樟の各統／稽鱈犯知閏する訊‘騎航紅

a 矛 I『Imじ券石f浣汁 (1?71) 
z) 今弁，潰禾IJ, 4手吠：日本砧学会茅研再会 (/971)
3) 困中、伊!1J. ; ,1p工言封脅反 豆午2.~ (JC/ケ 9)
ク） D. L. Hon叫れi, 0. M砂：ん必．凶況，／独粋（ l紅 z)
5) cJ,. ko叫岱'! : A也．•生． A四，盆四(/q63)
6) C. K tni.ec叫f :,t,`b忍ol. 五 3 タ.2 (19砂）

ク） c. ~如C.?1-f ; z. p炉•凶四／ 2な (1969)
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3Aｷ6 フェロシアン化直国の饂成以1の口反着特性

（放医研）

0ぅ可村正ー贅叫浅覧竜克己太網麟伊澤正賓
ーーさきらフェロシアン化ナトリウムと硝畷亜鉛立径J西粁t:. L て／混合峰を
変えて一卓のフェ〇シアン化亜鉛さイ乍J，その租成と RI に対する吸裔宕釦し
りべtz 。その原詞畏環合比率が組放や紅の吸着完性 I二 l旬連．のあることが分かっ
た。.::.のよウな l旬係が他のフェロジアン化含吻I＝もみられ砂‘どうが L らべ砕
り今回（ま 7ェロジアン化ナトリウA と硝酸銅と出挙滞粁ど L て；毘合比率と友
えて一連の 7ェロジアン化鉤疇句加叩 1 生放 L f2化合均の組放ゃ RI に対
む吸着告•1性tょビ‘0)/旬係を主に L クベた。
実験
鵡体の顛製： 0．IM凡!24-fe(CN)6 1 容に対し o./t1 C瓜叫）之 101 3 2, l l o.I 
溶砕l合に 7昆合して症殿を作った。ぅ応穀l古デ遥／和先 l司蔚後ふる（口:’'ふる ll / 
zoo-300 メ、ゾシュさバッチ5去に l':flいた。二爪らの呟矯柘本！まそれぞ‘'i,f{_ 1 No.1, 2, 
3 、 4.5 と呼ぶ｀。
吸薦年の産掟：吸着体 o. I 牙こ RI を含む象夜（約 5万 CP1'1'1;／道） 5 r,'1.P..ざカロ
え一定睛圏ぶ）まぜたのち／虔心分離 (5ooorpm, ダIJJ'i旬）した上澄孜の放附能
ど井戸型シンチレーション計散壊登這！l定し算土 L4た。
吸筍1本の麟保の定暑法：吸着ィ本 l 炉漢硫酸とカロえて加）｀籾／分解 L 、虚譴紅尤

之て再び‘茎脊嗽国し I 'Z M t麟知叩えて溶留した。この落液にイヽ／ 7゜0 ど1L エー
テ lしをb口え鉄を落喋油出令錐。木相を惹群乾国しイヽ／ 7町つ乙しェーテ I[_..1二よるi容
喋磁）出t 2回（1)逗 L f2. o 氷相 (Cu 喀液）を葱弁南固し 2.5 叫盈畷溶，＇夜を加えて
溶解， Dowex!x 8 カラムに流し牝邊の Fe をイオン交坊猜醐恥吸巻ょ辻 C以と
這した。カラ LI Iこ吸看 L た Fe は 0．釘M出酸滓叙が｀溶’軍離しイ‘／アロピlしエ
ーテI レ (Fe琳夜）に合しイソァロピ1しエーデ Iし疋留去 L に。犀離 L た Cu.あるい
は Fe 1こ／それぞ如Kを加えて定宿と L I Cは 1古 PANI Fe ，ま）＼‘リアミンブ｀，L-塩
酸匂鱈要と L て 0,0IM l=-DTA樟洋殴ゼそれそ如商定 L た。
葬果
(I) 吸勧がo.11 2 3 4 5 の組餃の検討：前記の方ぅ玄t‘Cは Fe を定層
した統和第 1 表 1こ示す。 No.1-3 の Cc.lと Feの比年まと仁 2, Fel士 Fe(CN)6
に対応するのて｀• I こ爪らの化労種1ま Cu,,_ 厄(CN)6 i‘ある。 No.5 の Cu ヒ Fe の比
卑心＿1 t`‘-I Na万鵡率が高 1心‘Noふま恐らく虹Cu FeCctJ )6 て＂あううと汚
冬られる。 No ．千の Cいと Fe のピヒ牢·I大 l 、 3 て‘‘両舌が涼冶 L て＼\~のて、、あうう。
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第 1 表屯着ィ本の定董葬呆
う社1 _ 1lｷ 

No．立 Fe 四／Fe [ 
1 3/.2 I~月 2 i!i !•No.1', 

2 3初 l 7ｷ 6 2 ,94幻灯＇V9\\‘\/ 八.......^‘ハ．ぶ＇｀入、叫A9`\``心＼・
3 32.2 /6月 2 il¥ 
4 呼I I戸 /.3 jしV',i\,ぷし).\し．ぃ心｀ ｀＼·，`心ぶ島ふ
5 I四 l旺 l
これらの改叡和豆心x繹尋i玄（粉 ,’ '[,,No3,. ^ 

紅）て''L りべた系闘果が‘右 l図である。 No. "9:い\,WI `vべゞ三か＼ぶ心•卜＇＼ぷ必F
l -3I古共通のX螺心ーンともち I No. I, • 
5 も行長のあ叙線心ーンど屯つている 4＼叫｀如ヽ琴4,\!,·::11.\.ゞ＂A,．i.｀｀｀｀心心
。 No.4 の X系要パターン lが No.Sと心l-3 ,11＼し拭 No.5 ,I¥ 

1こ梵迫する X線ペターンの殻紅あ＇）、こかイ） 、1\,v\（＼パ漬心作怜
爪らの X翡髯ターン I大とも 1:::. (2品着ばの定曼—-―わ 30 

によ一封佳定とむじんしなかった。
(2)~ ヒ No.5の啜蕎特l'生の比較： 前記の喫綬結果がらアェロシアン化釦
錮製研恩硝酸錮を7ェロシアン化ナトリウムの /0 ィ苔力‘ら o. I 倍まゼ加え直危
画内か古， 2程穎（/'Jo.1-3 とNo.S) の口及着体が生成することが分がった。そこ
て｀‘t-lo.I-3 の代表と L ての No.2 ヒ No,5 と使い Cs に対する哄港抒l1生の梱達を
しらべた。 l古じの I こ 0./ M t.盈酸溶i夜中の Cs の口屁菖返度を L らべた約ともに力‘
切牟（啜善平衝に逹することが含力‘った。つを'‘1こ No. z,と No.S に Cs が啜蒼
Ltこt鯰，両希がら溶出するイオン糧翠出望葱のL嗚這 L らべた。このたの
バッチし知畷羞ィ木 3~,こ＇叱s ガラベ Iし L た CsC/2.i容寂 Ioo mi. c /JOえて／吸着
讀lこ戸去ゼふりま迂｀放り誼む）ぅ咸炒‘ら吸着 Cs暑と第出 L f2.。一方 1 外岳？溶
政如滓出した Cu.,古 EDTA 欄象準液て＇滴定 L f2 ，その稀畏釦表に示すよう I こ

No, 2.の鳩合，外舒滓寂に 1ま Cll-
釦表 No.2の口反着溶出比率 が喀出し 1 90芥ィ国 IO芥1Cs育

訊M 知‘の吸着 Cs t:.亥細 C以の比率
暉忠夜 吸善己「万吾出~ Iょ 1 ともに 2 t｀イオン如知よる
IO-3MCs... 1.0 0ｷ 5 2. 吸釦‘あること邑示 Lた。ぅ繁釦
- IO芥1Cs1- q.4 4.5 2..魂 L た IO-'M Cs芦‘'の Cs/c止 l古

10―'HCsよ 4| 13 ~3 3 ヒなリイオン交涙以外の改倍が‘
わずガに加わるこヒが分かった。 No.5l古 Cs~ 吸蕎するが‘Cは 1m宕出 L TJ:..カ‘つ
た。 Cs 畷箔によ→て1'/o.5 からイ可が‘／どの程度の比森兄つ容出すうか検討し，そ
の表を報告する。

40 550 
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固→碇相分配（突充殿）の史量的取限り
3A-7 ーシュウ面笈ヤ孟の芙う史屋支一

砥報大・理工）。相椴要，豊増天呵（訳・化疏）宦松桓信

1. I軒乗祖分誼（安茨殿） n: イオン逹勅笈／ぅ塔碑復緒品形，渇霞ti I:." I=' よっ
渇嬬之収る：：：と 1お定保的 I~ Iま良く戻o うiJ-\.z \\る。大音玲バ匈一条安茨殿は打数
今輯I に従がしかし対紋う碩lは：：水ら〇因狂令直f料数ヒの定量的l関伐 l←つ
U こ 1訂可 1-:. も予澄l 心 rよ I\.., t1 一呆笑双殿 l這通信エステ ILの加水分紐及たを利

叩る方法がよく l年I ij \ii.こ＼ I る力＼＂ノ一郎 lで加水分解及応注届4 大ンによって
促文収る。従是こ直届イオン直釦\:.1司苫全く圭視 L こ令面ば論じ‘られて
江。本珂廃噌“4 大ン0)存在下~:ジ x+1しシュウ酪q加＊輝誌環
討し，ア 11-,.カ 9) 属邸希土額i元妻のシュウ醸r知安ぅ史殴 1：：あげる分涵峰数．む庇
黛註燻食輝炉どがら芝骨的に取諒うことでちる。
.2. f収詢整し~-CA屈込ヒ訳江四戎令互含む水溶液 1：：ジメチ IL シュウ醸訪0
ぇ， 60°C嘆温パ中＃応 l遺 3噸庭宝故工辻ー楚蒔leiざヒにか｀ラスフィ 1し 9
—這lこ心呼三豆匹叫仇放今直麟lす EDTA1::,_ 字臼キ L-

心ー、王に冗言了饂゜ばご芯シ｀；ょ二；三庄成輯lす
吋山し望がに心知註ーバ：返登ご租；一弗土蒻主要lなジメ竺竺
濯巫吟紐登亡濫ろ区疇り紅蒻た案の4 オン半釦滋汀る 1：：：つが
賃四浅碑直叫大すサ祁てそ心年1訳が大する．ーオ，アー＇し
が） 1孟 4 オ叫1れば｀紐鱈 e示さず‘，疇ヒ喝智希土へ知屯'"'比べ｀乙
Iすうか 1= IIヽさ n 。

今シュウ酸力 1しシゥ＾ご希土顎た妻紅疇冦渇 1-:: -が1 て考えて入ょゥ。
かしシらム胚臣叡知シュウ韓溢が主放夜念‘1ヰ次Qように表内匹澤。

cざ十 c~~ 砥）ュ隼—Co..0&) +2CHぅ OH (I) 

ょ＋汲 C山(C.出）ュ ~k(cぶ）裟十 3CHぅOH (.l) 

こヽて＆←1 &L.... 91かLシューウム恥希土酉t集・シュゥ酸a 玉戒夜が今
も如直芝粒であろ｀こQ豆か芍紅恒こ公墜屯央）へ微今量
ぃ如lす次＾ようにかる.,,_ - — 淋表かライ該知．れる

-d-［ら］＝ a丘[Co..1 d.キ 0)

ー一ーゴ人--tし）＝_-fl.I..,,,、［しJdt （千）
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屯レI司祖り表面と浚担ヒ0( I句に平面仇煤·固入る合引吟斧ぼ狡入（お知＼よっにえ
ゎ2れる芦ろう．

入＝
d.C.Lぷl ／（ CL... J - cl （し））

d （G,__J/（（し）一d...CW)
_,__ d(L』/(L~)
' “←J/(C.ぷl

l珈0) 羨）を代入（こ

?¥. =辛
長ら．

(5) 

（も）

(6fl\ l吟叩雑入』が応⇔邸·しぃ巫aぅ瞑庄枚豆知りl寸＾産度紐
砥F針(... II こtで示しこ Il る0"直 8←/-B..←，改m,-』じ Ft.
駿這i 1-::: 示す。蔀果は非魯,~ i:ヽ、一敢む禾 1 乙 11 3 ．すかb ち．ア Iし力＇l 金属
ー希土桓矛口お芍迂放直食応令屎を支配 I こ II うヒ l\ 之シ．
Ca..-Sr ｼ -c- 1咬池I直 a 計藩逗'c,1-汲し←か I •:::.D\ ~Iシが 1 乙し＃la 律紐

内も考える 1炉悟心る。己辺叫上らゅ輝ぽ敬入 Iぉ紺和乃．＾ 1粗衣ヒ l 己ぽり
:t...人←＝ヽ拭祖した（し—しし条につ II 之試出旬伏知1直t心一致しriが可ミ
けれども） ユほ沿シコウ醸吐L J A(Cぶ）と 13 (C.ぶ）J a英求齢 1ユつ 11 2 哀豆
芥土ウ。諺豆遠如知よっ r注即叩臼 3 t L シつ。

.:,..,. 

A守~ +訳ヂロ＝=Aら心 rBら屯い (7) 

：：q呆術q • 9今（す

心＝ RT口”＝RT完
（）は造vrらノ Srぉ海祷阻Jc.; 3. 

(E) 

伝 zJ

(Aぷ＆） ＝芝竺~=入
(A勺)(BC) メ A(C.204)

去i．食=ill'.!."' に合和H廷暉と灰匡
官芝籾りtい頑（四叫ハベご）。

すが羹I呆祐頑嘉m江P 営
し 11＇む汽に&文.,.- Sr吋知て 1つ食濯1屯
（入...a..= 3,70) ヒ訂囁f直浚9I"(.~)/
S CP-(_• O4) (= 3,0 ），内わ‘↑;`'吝.,, -

致t未す。

九以以·

Lu.” 
y計

G" . 
巳↑

E!'f 

Eざ
Eさ
E~ 9.,. 
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pH d0オl

4.SO 3N 
4 ,5"0 3N 

450 3N 

千 50 3N 

4、勾 >N 

4. ロ IN 

4.00 .l N 
4.00 IN 

入0&. 入叫K 入WA、

12̀o 11.7 0, q,g-

q.43 i. l,o o,q1 
反 5り ?.E:,O 9 、 I S'

を．ユq q.qo I. l<i 

？で7 II 、q (. 5l 

l 'l．ヮ lb̀o o,qo 

ユ1.8 245 I. 12. 

992. 玲S 1 ．ユ 3



3Aｷ8 ヒドロキシアバタイトに対ずぅ各種全属4 オンの表充殿

（京大it研） 藤野 玲 0キ公井正和
訊正え 童松厄信

直土 叫ふら6')約 lごよれば、人和 1 日 1 、 Z ｝のカルシウムを摂取 L ` 
そ＾っち o.45 ?’‘：以庄p占 l遅正｀れる．ここから 1 日 0. 5 ，のカ
ルシウム吋絹遺り、 3 這が細1)‘らでると、ヽったカルシウム疇を
行って、＇ぅ．骨枡令pd)主成今であるヒドロキシアパタイト IJ.&,。 (PO凸 (oH).z 
追紅もっ六方晶形で池臼枷：卑的にも邊啄ある物憤である．近年放射住砺復
と L て或ヽヽ IJ:ェ湯排出窃として i杯 l勺金属イオンを摂取する危茂が多くな.,て
、ヽる．これらのうちる＜／渭移猜惰積されること 11 R.I ~茨桟暴菅に関すう表
をみれ 1ま明らかヽである。

ぁぅ落浚がら釦 l咳濃が祈出するとき｀ それにともな.,て共麻する企属イオ
ンがあ”虹J性乏もって苦戎殿されうンと 9潅謙される。 このような固胡ー藩茨
疇り釘知‘和和カルシウム代囀：：ともなう企属イオンりか配d茎本現象であ
うと角えられる。ぅ寛酋ら lさ以前スト U ン子ウムち‘よび亜鈴イオン0) t..ドロキシア
パタイトに対す珪光殿斧動について報告してさfく。今回J°j:これらtl)イオンにつ
1) てさら/~食討し．うたその他カドミウり奇土磯ぇ秦鈴イオンなとツの共北殿
希動につ 1) て授虹 T衰果を報告する。
ぇ良較 放符ほ卜しーサーを含む企汲イオン，援衡初と L てエテレンジアミン
および遣当青のキレート剤と含む 500 祝£の()、 0 之 M 硝酸力 Iレシウム蒋液．tェ
1レレンマ4 ャーフヲスコにとり、pH 乏頷節したのち 80°C の杜該貼嗜に入れふ
輝1J、ス m恥口ね rこ h i：：：窒秦がス王通．じ．マク｀｀ネチ、メクスターヲーでかさう
紅1Jくら、一定速度で桧めて殊IZ.に 0` I M りン酸水豪ァンモニウム乏導入すう．
道当 T”輯1与 Iコ逸滋左と＇J．必ゞ今顛したのちカルシウム量 lな E/)TA 3i1!兒て•`、
狂和戸ぅ企属イオン Iま放射能刹定1- T-:. ／子他の方戎で定量し．介配係扱之求 h
T二．

0 訂 lくタイト魏が1J Iレシウムt 3紐が金属イオン（乙僑）との旧 1:
火式が成 Il 立つとする．

伍叫• + M 4み．一伍 4ム．十 M デ・ ( 1) 
薯液乎 l墳屁戎剤が共存すれ 1ざ、合届イオン邊度む知＼｀で未‘h られる．
CCtA. =〔ら門｛ l +乏'1t. P し［ L 弁｝ ( z) 
CM = (M Z十］ {i i"なか (L Jし｝ ( 3 ) 

みか lT ＾今配係急ま l) 式が平街系にあ 3 とJ I名次式でよえられう．
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k)M ＝伍（祝M八~ (4-) 
紐（ら）デ•

1 た耗晶表面と瘍表との周 l：：：のか平術IJヽ•-成り立っとさ 1む訊‘をi尋ぅ．

心＝与（竿）／今（ Cム，一辺 （夕）砂~)_./.,ftj (~,~) 
か値直と，之）， 3）武‘より哀＾介配係数を求めう＞と 9ヽで3 る．

3. 結果 a) s/+, 幻，紀，島ュ＋ば、）す‘れ追が対数が打~ f：：したが‘
って＃光殺してくうが、 3 倍疇.:t.類ぇ紫tJ科規具仇‘共ぅ兄殿拳勧を示した． -6-) 
ストロン干ウムおよが釣系にお〇て固落坪を生成｀して、ヽうことが‘X線解祈から確
釦れた．たとえば． ストp ;...ナウムーカルシウムア Iくタイトにお I ヽて lょ表 1 :-:. 
紅れるようにズトロンテウぃ令量が哨加するにつれてか定数9ヽ嗜町ぅ．こ
のスト 0 注ウり紅が鉤町’バタイトit鐸l守訊‘されて、ヽうが、他辺属ィ
オンで IE 合戒できないためか、亜鉗ヵドミウム'f‘どにあ‘ll て 11-固堵．i和存圧を
確釦·-3 1/ fJ‘., r::.. e) スト 0 注ウムイオニかみいか記線It 1 J!り似 l • 

しかしか配係衰 l古スト 11 ~干ウム濃度乏大さく増加さ也ても弁んと••麦‘化しな、‘•
1 直 l遺区 Tこように固蕩体をi乍うこと1J‘ら、ア Iヽ゜タイトヤでを定に存たして，、
うことが判う。 これ P、：ストロ::...r, ryムの生切塚的半病汲月が非悌/-:.長、3望由の一つ
かも知れな心 r/.,) ;いえ素（“.l.十'z?t. z+, Pb 之＋，必心凸磁）の系でl沿
配依数が非弟這 l9 り、直呈t/キしート化剤む逍当量入れて、み 9ヽけん餞磯
秋瑾＜了う I炉｀要があう。 （た1Jヽー、って裏＾か配i糸数． l坊 9‘ わか配係板と入｀ぇ），
3) から未ぷなげればならな、 l•ここで 1まカドミウムと亜鉗和比較してみぅ．ガ
ドミうム系において、為液オの苓キのキレートft和1が農度ちながpH Iこ石‘げ 3 み
かり＾ 1分配糸数がら冥＾紅碍数を求めた柑灼係一定パ釦釦。一方臣鉗系
において 1な工干レニジマ三ン邊虔＾ft"とさにか詔糸枚 lか 1ら下すうー（果 z). これ
”鉗壌度があるぅ農度より伐広ヽ I I: 3,i分配保枚 Iさ痕笈か長平をうげなりが濃度
心くなうとか配1茶数が文第 1::::.弟少すうため 1-:.. 生じ‘3 。同様な現象9ヽ．、カド三ウム
ャ約にも統漿さハ,ぃ.•、 こから＾方 9ヽ.- { ̂  1艮界濃度ぶかなり高、ヽ．亜鉗．カドミ
ゥt\ IJ:とも l：：：：ア l＜ 9 イトft合物王作らな‘\16ヽ•-．カル三ウムア 1{ タイトオで｀亜鈴ょ
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